
写真：７月１６日・伊加利里山基地

　伊加利にある自然に囲まれた遊び場「伊加利里山基
地」で７月１６日、「流しそうめん」が行われ、親子な
ど８組約２０人が参加しました。
　素麺を流すための竹は、現地で調達し作製。食材に
は福良の手延素麺や、地元の畑で採れたキュウリやトマ
ト、オクラなどを使用。参加者は地元の恵みを美味し
そうに味わいながら、流しそうめんを楽しんでいました。

南あわじ
広報
2017№151８月

流れる素麺に
無我夢中の子どもたち
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ん
（
阿
万
）
は
「
お
い
し
い
も
の

を
作
り
た
い
と
の
熱
意
に
共
感

し
た
。
玉
ね
ぎ
の
良
さ
が
出
た

商
品
と
な
っ
た
」
と
話
し
ま
し

た
。
ま
た
守
本
市
長
は
「
今
後

も
こ
の
よ
う
な
コ
ラ
ボ
が
増
え
て

ほ
し
い
」
と
期
待
を
込
め
て
い
ま

し
た
。

※
８
月
末
ま
で
の
限
定
販
売
。
美

　

菜
恋
来
屋
、
大
鳴
門
橋
記
念
館
、

　

道
の
駅
う
ず
し
お
で
販
売
中
！

　

石
井
食
品
株
式
会
社
（
千
葉

県
）
が
淡
路
島
の
玉
ね
ぎ
を
使

用
し
た
ハ
ン
バ
ー
グ
と
オ
ニ
オ
ン

ス
ー
プ
を
開
発
。
６
月
28
日
に

市
役
所
で
商
品
の
記
者
発
表
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
社
の
石
井
健
太
郎
会
長
は

「
淡
路
島
産
の
玉
ね
ぎ
が
持
つ

本
来
の
味
が
楽
し
め
る
よ
う
手

間
暇
を
か
け
た
」
と
あ
い
さ
つ
。

玉
ね
ぎ
を
生
産
し
た
藤
本
宏
さ

完
成
し
た
商
品
を
Ｐ
Ｒ
。左
か
ら
＝
石
井

会
長
、藤
本
さ
ん
、ゆ
め
る
ん
、守
本
市
長

ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
、南
あ
わ

じ
市
で
の
生
活
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
参
加
者

ブ
ー
ス
出
展
な
ど
を
目
指
し
て
、お
互
い

の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
う
参
加
者

で
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
話
を
聞
き

ま
し
た
。

　

昼
食
で
淡
路
島
の
玉
ね
ぎ
を

ま
る
ご
と
使
っ
た
カ
レ
ー
に
舌
鼓

を
打
っ
た
後
、
空
き
家
バ
ン
ク
登

録
物
件
の
内
覧
。
株
式
会
社
A

＆
H
で
は
農
業
の
話
を
聞
い
た

ほ
か
、
玉
ね
ぎ
の
根
切
り
作
業

を
体
験
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
ら
は
「
移
住
者
の

実
体
験
を
聞
け
て
生
活
す
る
イ

メ
ー
ジ
が
で
き
た
」「
農
業
を
し

た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
と
て
も

参
考
に
な
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

犯
罪
や
非
行
の
な
い
社
会
を
め
ざ
し
て

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」 

啓
発
活
動

淡
路
信
用
金
庫
か
ら
の
寄
付

あ
わ
じ
花
ト
イ
レ
改
修
工
事
に
活
用

　

南
あ
わ
じ
市
へ
の
移
住
を
検

討
し
て
い
る
人
を
対
象
に
7
月

16
日
、
南
あ
わ
じ
市
定
住
促

進
協
議
会
主
催
で
「
南
あ
わ
じ

を
知
ろ
う
！
暮
ら
し
の
体
験
ツ

ア
ー
」
が
開
催
さ
れ
、
阪
神
間

な
ど
か
ら
19
人
の
参
加
者
が
あ

り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
阿
万
の
「
キ
ッ
チ

ン
＆
ペ
ン
シ
ョ
ン
Ａ
Ｍ
Ａ　

Ｔ
ｅ
ｒ

ｒ
ａ
ｓ
ｓ
ｅ
」
で
、
結
婚
を
機
に
名

古
屋
市
か
ら
移
住
し
た
同
会
場

オ
ー
ナ
ー
の
出
田
洋
子
さ
ん
と
、

夫
が
農
業
に
就
く
こ
と
を
機
に

移
住
し
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊

大
田
志
穂
さ
ん
か
ら
、
淡
路
島

と
い
う
想
い
を
持
っ
た
住
民
ら
が

集
結
。
企
画
の
経
験
の
な
い
人
が

ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
導
か
れ
な
が
ら
、
魅

力
を
再
発
見
す
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
や
逸
品
を
考
え
て
い
ま
し
た
。

◆
次
回
開
催
（
申
込
不
要
）

▽
日
時　

8
月
3
日
（
木
）

　

午
後
７
時
～

▽
場
所　

三
原
志
知
市
民
交
流

　

セ
ン
タ
ー

　

体
験
談
で
は
、
お
母
さ
ん
が
胎
児
の
エ

コ
ー
写
真
を
使
っ
て
大
き
く
な
っ
て
い
く

様
子
を
紹
介
し
た
り
、
妊
娠
中
の
苦
労
や

陣
痛
の
苦
し
さ
、
生
ま
れ
て
き
た
命
の
愛

お
し
さ
等
を
話
し
て
い
ま
し
た
。
育
児
体

験
で
は
、
生
徒
ら
が
赤
ち
ゃ
ん
と
ふ
れ
合

い
、抱
っ
こ
し
た
り
、着
替
え
さ
せ
た
り
と
、

終
始
笑
顔
で
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

生
徒
は
、「
ズ
ボ
ン
を
穿
か
せ
る
こ
と

も
難
し
い
」「
親
の
苦
労
が
よ
く
わ
か
っ

た
」と
、親
へ
の
感
謝
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
3
月
に
、「
あ
わ
じ
花
ト
イ
レ
」

の
維
持
管
理
を
目
的
に
淡
路
信
用
金
庫
か

ら
３
０
０
０
万
円
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
あ
わ
じ
花
ト
イ
レ
」
は
、
平
成
12
年
の

淡
路
花
博
開
催
時
か
ら
、
公
共
施
設
や
事

業
所
な
ど
の
ト
イ
レ
を
観
光
客
ら
に
一
般
開

放
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
寄
付
金
を
活
用
し
、
老
朽
化
が

進
ん
で
い
た
阿
万
海
岸
海
水
浴
場
な
ど
３
施

設
の
ト
イ
レ
を
改
修
し
ま
し
た
。
今
後
も
花

ト
イ
レ
の
改
修
を
順
次
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
強

調
月
間
で
あ
る
７
月
は
、
全
国
的
な
運

動
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。
市
内
で
は

７
月
９
日
、
パ
ル
テ
ィ
で
市
推
進
委
員
会

に
よ
る
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
内
閣
総
理
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ

伝
達
後
、
賀
集
保
育
所
園
児
に
よ
る
ち

び
っ
子
お
ま
わ
り
さ
ん
が
啓
発
グ
ッ
ズ

を
配
布
。
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
・

安
心
な
地
域
社
会
を
築
い
て
い
こ
う
と

協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

松
帆
銅
鐸
の
発
見
、
淡
路
島

日
本
遺
産
認
定
な
ど
、
日
本
中

の
注
目
を
集
め
て
い
る
南
あ
わ

じ
市
。
今
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
市

の
「
歴
史
」
や
「
ル
ー
ツ
」
の
魅

力
発
信
を
テ
ー
マ
に
し
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
「
南
あ
わ
じ
ま
ち
づ
く

り
カ
フ
ェ
」
が
7
月
6
日
、
三
原

志
知
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
ま
ち
を
元
気
に
し
た
い
！
」

　

６
月
７
日
、
南
淡
中
学
校
で
マ
マ
の

働
き
方
応
援
隊
淡
路
島
校
が
実
施
す

る
「
赤
ち
ゃ
ん
先
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
開
催
さ
れ
、
同
校
３
年
生
１
３
６
人

の
生
徒
が
受
講
し
ま
し
た
。

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
赤
ち
ゃ
ん
が

先
生
で
、
お
母
さ
ん
が
講
師
。
妊
娠

出
産
の
苦
労
と
喜
び
の
体
験
談
と
、

育
児
体
験
を
通
し
て
、
生
ま
れ
て
き

た
奇
跡
と
命
の
大
切
さ
を
伝
え
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

魅
力
活
用
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

『
南
あ
わ
じ
ま
ち
づ
く
り
カ
フ
ェ
』

命
の
奇
跡
と
大
切
さ
を
学
ぶ

あ
か
ち
ゃ
ん
先
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

市政ひろば

大
手
企
業
の
技
術
か
ら
学
ぶ
！

淡
路
島
の
玉
ね
ぎ
を
使
っ
た
商
品
開
発

南
あ
わ
じ
を
知
ろ
う
！

暮
ら
し
の
体
験
ツ
ア
ー
を
開
催

改修された阿万海岸海水浴場の花トイレ

啓発活動を行った社会を明るくする運動推進
委員会のメンバーとちびっ子おまわりさん

２

❶
赤
ち
ゃ
ん
に
ズ
ボ
ン

　

を
穿
か
せ
る
生
徒

❷
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
っ
こ
す

　

る
生
徒

❸
お
母
さ
ん
か
ら
育
児

　

の
話
を
聞
く
生
徒

❹
赤
ち
ゃ
ん
に
お
菓
子

　

を
与
え
る
生
徒　

❶

❷❸

❹

㈱Ａ＆Ｈで農業の話を聞く参加者
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地域創成生涯学習講座（要申込）
　地域が抱える特性や課題、地域住民の関心が高

いテーマをとりあげる「地域創成生涯学習講座」。本

年度は、「植物病理」と「健康・福祉」をテーマに、

本学教員による講座を全6回開催いたします。

　なお、ご参加には事前の申し込みが必要です。

■申込み・問合せ　同大地域連携センター☎ 42‐4708

＜植物病理＞
❶植物の感染症の生物科学
　日時：９月 15 日（金）午前 10 時 30 分～正午

❷植物に病気を起こす微生物を見てみよう
　日時：９月 22 日（金）午前 10 時 30 分～正午

❸農薬で植物を病気から守るということ
　日時：９月 29 日（金）午前 10 時 30 分～正午

＜健康・福祉＞
❹ムセを予防していつまでも元気でいるために
　～理学療法士からみた誤嚥性肺炎の予防～

　日時：10 月 20 日（金）午後２時～３時 30 分

❺脳卒中後の麻痺手に対するリハビリテーション
　日時：10 月 26 日（木）午後２時～３時 30 分

❻認知症のひとの理解と対応
　日時：11 月   ４日（土）午後２時～３時 30 分

※会場はすべて同大キャンパス内の講義室等

　８月は、夏祭り真っ盛りの季節です。というまでもな
く、南あわじ市は、お祭りの宝庫であり、地域ごとに
伝統的なお祭りや新しいお祭りがあります。私個人の
印象でしかありませんが、人口減少や高齢化で、一時、
少し元気がなくなったあちこちのお祭りが、近年、一
念発起した地域の取り組みにより、新しい形で再生し
つつあるように思います。
　お祭りには、様々な形式や役割があります。南あ
わじの祭りにも、神社の氏子の若者が何度も練習し
て、一糸乱れぬ振り付けを披露するものもあれば、
伝統的な大枠は活かしながら、老若男女が参加でき
る開放的なお祭りもあります。
　学生時代の政治学の授業では、昔のお祭りは、日
頃の階級社会の役割を破る無礼講により、コミュニ
ティのストレス解消を図るものとして活用されたと教え
られました。かつてのような社会的拘束が無くなった
現在でも、日頃気軽に会えない人たちとの対話の場、
あるいは、忙しい日常では機会が少なくなりがちな男
女の出会いの場などになっていると思います。
　そして、昔も今も変わらないお祭りの重要な機能は、
地域の若手人材の育成です。祭りの準備や実行に臨

んで、世話役となる若者達が、盛り上げるためいろ
いろ智恵を絞ったり、意見の違いを乗り越えて議論を
まとめていく経験をします。お祭りは、そうした経験
を通じて、日頃はわからなかった隣人の能力や人柄
を認め合ったり、地域の運営や活性化に必要な能力
を獲得していく機会を提供しています。
　もう一つ、現代の地域のお祭りには、地元に残っ
た若手、あるいは親の世代が、都会に出た友人や我
が子に対して、帰省を促し、孫子連れで戻って来た
時の楽しみを提供しながら、「いつ戻っても居場所が
あるよ」という無言のメッセージを伝える機能がある
ように思います。私自身、二十歳には東京から、厄
年にはフランスから神輿を担ぐために戻ってきました
が、その時感じた友人達との一体感や、夏休み、子
どもと一緒に町内会の盆踊りに参加させてもらった安
心感が、今になって、国の仕事を退いて故郷の南あ
わじの発展のため頑張ろうという決断を後押ししてく
れたように感じるのです。
　これからも、南あわじ市のお祭りが、地域の絆を
強めるとともに、域外の人々を引きつけるものとなるよ
う、市民の皆さんとともに応援していきたいと思います。

南あわじ市長 守本 憲弘お祭り

市政ひろば

楽
し
く
笑
顔
の
出
る
太
鼓
演
奏

を
指
導
し
た
中
橋
氏

児
童
の
上
を
飛
び
越
え
る
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
す
る
新
島
さ
ん

❶
練
習
の
成
果
を
発
揮
す
る
団
員
❷
小
型

ポ
ン
プ
の
部
優
勝
の
賀
集
第
２
分
団
第
２
部

❸
ポ
ン
プ
車
の
部
優
勝
の
神
代
第
１
分
団　

【
個
人
賞
】　
　
　《
敬
称
略
》

小
型
ポ
ン
プ
の
部

▽
指
揮
者　

中
部　

進

　
（
西
淡
志
知
分
団
）

▽
１
番
員　

土
居　

達
也

　
（
賀
集
第
２
分
団
第
２
部
）

▽
２
番
員　

木
下　

智ち
あ
き章　
　

　
（
神
代
第
３
分
団
）

▽
３
番
員　

村
上　

雅
章

　
（
賀
集
第
２
分
団
第
２
部
）

ポ
ン
プ
車
の
部

▽
指
揮
者　

木
田　

克
也　

▽
１
番
員　

三
好　

克
弥

▽
２
番
員　

山
口　

貴た
か
ひ
ろ啓

▽
３
番
員　

土
井　

敬
太

▽
４
番
員　

喜
多　

淳じ
ゅ
ん
き起

　
（
全
員
：
神
代
第
１
分
団
）

南
あ
わ
じ
市
消
防
団

消
防
操
法
大
会
を
開
催

　

７
月
９
日
、
南
あ
わ
じ
市
消

防
操
法
大
会
が
三
原
川
河
川
公

園
多
目
的
広
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

各
方
面
隊
で
の
予
選
を
勝
ち

抜
い
た
小
型
ポ
ン
プ
の
部
８

チ
ー
ム
と
ポ
ン
プ
車
の
部
６

チ
ー
ム
が
参
加
。
選
手
た
ち
は

機
敏
で
息
の
合
っ
た
操
法
競
技

を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】

小
型
ポ
ン
プ
の
部

優　

勝 

賀
集
第
２
分
団
第
２
部

準
優
勝 

神
代
第
３
分
団

ポ
ン
プ
車
の
部

優　

勝 

神
代
第
１
分
団

準
優
勝 

八
木
第
４
分
団

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
」
と
、
動

き
の
あ
る
演
奏
方
法
な
ど
を
児

童
ら
に
指
導
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
小
学
校
の
児
童
ら

は
、
長
野
県
松
本
市
で
開
催
さ

れ
る
国
宝
松
本
城
太
鼓
ま
つ
り

（
７
月
29
～
30
日
）
に
和
太
鼓

演
奏
で
出
演
を
予
定
し
て
お
り
、

中
橋
氏
か
ら
当
日
演
奏
す
る
曲

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
指
導
を
受
け

ま
し
た
。

　

７
月
６
日
に
は
体
操
元
日
本

代
表
で
、
現
在
は
体
操
パ
フ
ォ
ー

マ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
新
島
卓

也
さ
ん
を
講
師
と
し
て
神
代
小

学
校
に
招
き
ま
し
た
。

　

同
小
学
校
の
１
～
６
年
生
ま

で
約
１
７
０
人
が
参
加
し
、
前

回
り
や
後
ろ
回
り
な
ど
の
マ
ッ
ト

運
動
の
基
本
を
通
し
て
、
基
本

を
し
っ
か
り
行
う
こ
と
の
大
切

さ
、
努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
学
び
ま
し
た
。
授
業
の
最
後

に
は
、
新
島
さ
ん
に
よ
る
華
麗

な
バ
ク
宙
な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
披
露
さ
れ
、
歓
声
が
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
他
の
小
中
学
校
で
も

順
次
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

小
中
学
生
に
大
き
な
夢
を

持
っ
て
生
活
を
送
っ
て
も
ら
う

切
っ
掛
け
を
作
る
た
め
、
著
名

な
ス
ポ
ー
ツ
選
手
や
文
化
人
ら

を
講
師
に
招
く
「
平
成
29
年
度

夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
事
業
が
こ
の

ほ
ど
始
ま
り
ま
し
た
。

　

６
月
29
日
、
三
原
志
知
小
学

校
に
、
和
太
鼓
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
の

中
橋
敏
彦
氏
を
講
師
に
招
聘
。

中
橋
氏
は
、「
笑
顔
の
出
る
太
鼓

　
年
度
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
が
ス
タ
ー
ト

　

ス
ポ
ー
ツ
選
手
・
文
化
人
ら
が
指
導

　

南
あ
わ
じ
っ
子
よ
、
大
き
な
夢
を
持
と
う

　

兵
庫
県
内
で
保
健
衛

生
・
環
境
美
化
に
積
極
的

に
取
り
組
ま
れ
た
人
た

ち
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

◆
第
61
回
兵
庫
県
保
健

　

衛
生
大
会
会
長
表
彰

（
地
区
衛
生
組
織
活
動
功
労
者
）

納
　
　
幹
彦
さ
ん
（
倭
文
）

位
高
　
慶
亮
さ
ん
（
神
代
）

兵
庫
県

　
　
保
健
衛
生
大
会

４

❶

❷

❸
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平
成
29
年
12
月
に
開
設
す
る

「
南
あ
わ
じ
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」
の
事
務
を

行
う
ア
ド
バ
イ
ザ
ー（
臨
時
職
員
）

を
募
集
し
ま
す
。

※
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
と
は
、
乳
幼
児
等
児
童

の
預
か
り
の
援
助
を
受
け
た
い
人

（
依
頼
会
員
）
と
援
助
を
希
望
す

る
人
（
提
供
会
員
）
が
会
員
登
録

し
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
橋
渡
し
役

と
な
っ
て
、
会
員
同
士
が
有
料
で

援
助
し
合
う
組
織
で
す
。

▽
勤
務
時
間　

平
日
午
前
９
時

　

～
午
後
４
時
（
週
５
日
）

▽
勤
務
場
所　

南
あ
わ
じ
市
子

　

育
て
学
習
・
支
援
セ
ン
タ
ー
内

　
「
児
童
扶
養
手
当
」「
特
別
児

童
扶
養
手
当
」「
特
別
障
害
者
手

当
」「
障
害
児
福
祉
手
当
」「
福

祉
手
当
」を
受
給
し
て
い
る
人
は
、

年
１
回
現
況
届
を
提
出
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
届
に
よ
り
、
手
当
を
引
き

続
き
受
け
る
資
格
が
あ
る
か
ど

う
か
を
確
認
し
ま
す
。

　

な
お
、
提
出
が
な
い
場
合
は
、

支
払
い
が
停
止
さ
れ
ま
す
の
で
ご

　
『
淡
路
菜
の
花
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
』
で
は
、
淡
路
島
い
っ
ぱ
い
に
菜

の
花
を
咲
か
せ
、
ナ
タ
ネ
油
を
淡
路

島
の
特
産
に
す
る
た
め
、
菜
の
花
種

子
を
無
料
配
布
し
ま
す
。

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

▽
配
布
対
象　

休
耕
田
、
遊
休
地
や

花
壇
な
ど
人
目
に
つ
く
場
所
で
、

播
種
・
維
持
管
理
で
き
る
団
体
ま

た
は
個
人

▽
任
用
期
間　

10
月
１
日
～
翌

　

年
３
月
31
日　

※
更
新
あ
り

▽
採
用
人
数　

１
人

▽
応
募
期
限　

８
月
25
日
（
金
）

　

午
後
５
時
ま
で

▽
時
給　

８
７
０
円

※
通
勤
手
当
、
社
会
保
険
料
、

　

労
災
保
険
、
雇
用
保
険
あ
り

▽
応
募
方
法　

履
歴
書
お
よ
び

資
格
が
分
か
る
書
類
の
写

し
を
子
育
て
支
援
課
ま
で

持
参
ま
た
は
郵
送

※
持
参
は
土
日
祝
日
を
除
く

▽
選
考
方
法　

書
類
審
査
、
面

　

接
を
実
施

※
業
務
内
容
や
応
募
資
格
な
ど

詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

注
意
く
だ
さ
い
。

▽
提
出
期
間　

❶
児
童
扶
養
手

当
＝
８
月
１
日
（
火
）
～
31
日

（
木
）、
❷
特
別
児
童
扶
養
手

当
＝
８
月
10
日
（
木
）
～
25
日

（
金
）、
❸
特
別
障
害
者
手
当

等
＝
８
月
10
日
（
木
）
～
９
月

11
日
（
月
）

▽
提
出
先　

❶
と
❷
は
子
育
て

支
援
課
へ
❸
は
福
祉
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
配
布
品
種　

な
な
し
き
ぶ
（
搾
油

品
種
）

▽
申
込
方
法　

申
込
書
（
環
境
課
に

設
置
ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）
を
記
入
し
、
環
境
課

へ
郵
送
ま
た
は
持
参

▽
申
込
締
切　

8
月
31
日
（
木
）

　
　

市民交流センターで受けられる窓口サービス

ファミリー・サポート・センター
の臨時職員の募集

問市民協働課☎ 43-5244

問市民課☎ 43-5212　問税務課☎ 43-5213

問子育て支援課☎ 43-5219

現況届の手続き

菜の花種子を
無料配布

問福祉課☎ 43-5216
問子育て支援課☎ 43-5219

問環境課☎ 43-5214

お知
らせ

お知
らせ

お知
らせ

お知らせ

　

平
成
29
年
10
月
採
用
予
定
の
南
あ

わ
じ
市
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

※
募
集
人
数
は
成
績
な
ど
に
よ
り
変

　

更
あ
り

▽
職
種　

介
護
事
務
職
（
主
任
介
護

　

支
援
専
門
員
）

▽
内
容　

市
内
の
介
護
支
援
専
門
員

の
支
援
や
、
南
あ
わ
じ
市
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
等
に

関
す
る
業
務

▽
募
集
人
数　

１
人　
　

▽
受
験
資
格　

次
の
❶
❷
❸
の
条
件

を
全
て
満
た
す
人
❶
昭
和
48
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
❷
主

任
介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
を
有

す
る
人
❸
普
通
自
動
車
運
転
免
許

を
有
す
る
人

▽
試
験　

１
次
試
験
＝
事
務
適
性
検

　

都
市
計
画
に
広
く
市
民
の
意
見

を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
都
市
計
画

審
議
会
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

　

審
議
会
は
、
法
律
に
基
づ
い
て

都
市
計
画
に
関
す
る
事
項
を
調

査
・
審
議
す
る
も
の
で
、
都
市
計

画
を
決
定
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い

手
続
き
の
ひ
と
つ
で
す
。

▽
募
集
人
員　

２
人

▽
任
期　

平
成
29
年
11
月
１
日
～

　

平
成
31
年
10
月
31
日

▽
応
募
資
格　

❶
南
あ
わ
じ
市
の

議
会
議
員
及
び
市
長
の
選
挙
権

を
有
す
る
人
で
、
平
日
の
昼
間

の
会
議
に
出
席
で
き
る
人
❷
本

市
の
他
の
附
属
機
関
の
公
募
委

員
で
な
い
人
❸
本
市
の
職
員
ま

た
は
市
議
会
議
員
で
な
い
人
❹

査
、
作
文
試
験
、
口
述
試
験

　

２
次
試
験
＝
口
述
試
験（
個
人
面
接
）

▽
試
験
日　

１
次
試
験
＝
日
時 

８
月

27
日
（
日
）  

午
前 

９
時
～

　

２
次
試
験
＝
９
月
上
旬
を
予
定

▽
場
所　

１
次
試
験
＝
市
役
所

▽
申
込
書　

市
役
所
総
務
課
（
３
階
）

で
配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申

込
書
を
印
刷
（
A
４
サ
イ
ズ
）
し

て
も
使
用
可

▽
提
出
方
法　

申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
必
要
書
類
と
と

も
に
申
込
書
類
を
市
役
所
総
務
課

（
３
階
）
ま
で
直
接
持
参

※
郵
送
は
不
可
。
代
理
提
出
は
可

▽
申
込
締
切　

８
月
10
日
（
木
）

▽
受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
～

　

午
後
５
時
15
分　

※
土
日
除
く

委
員
と
し
て
参
画
す
る
意
欲
お

よ
び
調
査
審
議
に
必
要
な
知
識

を
有
す
る
人

▽
応
募
方
法　

都
市
計
画
課
に
設

置
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲

載
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、「
南
あ
わ
じ
市
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に

８
０
０
字
程
度
の
小
論
文
（
書

式
自
由
）
を
添
え
て
都
市
計
画

課
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
で
提
出

▽
応
募
期
限　

８
月
31
日
（
木
）

　

午
後
５
時
ま
で

※
持
参
の
場
合
は
土
日
を
除
く

▽
選
考
方
法　

申
込
書
お
よ
び
小

論
文
に
よ
る
書
類
審
査
。
必
要

に
応
じ
て
面
接
審
査

平成29年10月採用職員の募集

都市計画審議会委員の募集

募集

募集
募集

❷諸証明交付取次ぎサービス（即日交付）

市民交流センターで
発行できる証明書 手数料 申請できる人

戸籍（全部・個人）事項証明書 450 円 本人、配偶者、同籍者、直系血族、
本人から委任された代理人（委任
状が必要）戸籍附票の写し（全部・一部） 300 円

住民票の写し（世帯全員・一部） 300 円 本人、同一世帯の者、本人から委
任された代理人（委任状が必要）
※代理人申請の場合、個人番号及び住
　民票コードを記載した住民票等は即
　日交付できません

住民票記載事項証明書 
（世帯全員・一部） 300 円

印鑑登録証明書 300 円

本人、本人から委任された代理人
※印鑑登録証（カード）が必要
※旧町の印鑑登録証及び個人番号カー
　ドの提示での取扱いはできません

所得・課税証明書 300 円
本人、同一世帯の者、本人から委
任された代理人（委任状が必要）納税証明書 300 円

軽自動車税納税証明書（車検用） 無料

　証明書の交付申請には本人確認書類（運転免許証など）が必要です。ま
た市民交流センターでは死亡届や出生届などの戸籍関係の届出、転入転出
などの住民異動届、印鑑登録の申請などはできません（沼島出張所は除く）。
本庁窓口での取り扱いとなりますので、ご注意ください。

問総務課（南あわじ市市善光寺 22 番地 1）☎ 43-5001

問都市計画課☎ 43-5227

今月の納税

市・県民税･・・・・・・・【　２ 　　期 】
国民健康保険税・・・【 　２   　期 】

納期限　８月３1日(木)
《納期内に忘れず納付しましょう》

　問税務課☎ 43-5213

個人事業税･・・・・・・【 　１ 　　期 】

納期限　８月３1日(木)
《納税は便利で安全、　　　　

　　　　確実な口座振替で》
　問兵庫県淡路県民局（洲本県税事務所）
　☎ 26-2032

◆市役所と各市民交流センターをつなぐ
　連絡便を運行しています！この便に乗
　せて、市役所へまたは市役所からの書
　類等の取次ぎを行います。
　ただし、急を要するものや、添付書類・
　内容確認を要するもの、現金は除きま
　す。税金等は納付書にて、最寄りの金
　融機関等で納付ください

市役所への書類等のあずかり
サービス❸

　 開設時間   平日（月～金）
　 午前 8 時 30 分～午後５時まで
❶ 

◆土曜日、日曜日、祝日、年末年始（12
　月29日から翌年1月3日）を除きます。
◆右表❷諸証明交付取次ぎサービスにつ
　いては、市内すべての市民交流セン
　ターで利用できます。
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８
月
は
『
人
権
文
化
を
す
す

め
る
県
民
運
動
』
推
進
強
調
月

間
で
す
。
南
あ
わ
じ
市
で
は
、
一

人
一
人
が
日
常
の
中
で
、
人
権

尊
重
が
自
然
に
態
度
や
行
動
と

し
て
あ
ら
わ
す
こ
と
が
で
き
る

人
権
文
化
の
定
着
を
目
的
と
し

て
じ
ん
け
ん
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
２
０
１
７
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

８
月
20
日
（
日
）

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
時
間　

午
前
11
時
30
分
～

　

午
後
3
時

◆
講
演
会　

▽
時
間　

午
後
1
時
開
場
、

　

午
後
１
時
30
分
開
始

▽
演
題　

自
分
ら
し
く
生
き
る

　

～
こ
こ
に
い
る
よ
性
的
マ
イ
ノ

　

リ
テ
ィ
～

▽
講
師　

清
水
展ひ
ろ

人と

さ
ん
（
一

般
社
団
法
人　

日
本
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
協
会
代
表
理
事
）

清
水
さ
ん･･･

神
戸
市
に
女
性
と
し

て
生
ま
れ
る
も
幼
い
こ
ろ
か
ら
性
別

に
違
和
感
が
あ
り
ま
し
た
。
18
歳
で

性
同
一
性
障
害
と
診
断
さ
れ
、
21
歳

で
性
別
適
合
手
術
を
受
け
ま
し
た
。

現
在
は
男
性
と
し
て
結
婚
し
パ
ー
ト

ナ
ー
と
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

「
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」
っ
て
？

「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
」
っ
て
？

　

そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
人
を
あ
ら
わ

　

平
成
29
年
８
月
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
（
70
歳

以
上
）
と
後
期
高
齢
者
医
療
の
高
額
療
養
費
の
上

限
額
が
左
表
（
赤
色
）
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

高
額
療
養
費
と
は
、
ひ
と
月
に
支
払
っ
た
医
療
費

が
高
額
に
な
り
、
決
め
ら
れ
た
上
限
額
を
超
え
た

場
合
に
、
上
限
額
を
超
え
て
お
支
払
い
い
た
だ
い
た

分
を
払
い
戻
す
制
度
で
す
。
上
限
額
は
、
個
人
も

し
く
は
世
帯
の
所
得
に
応
じ
て
決
ま
り
ま
す
。

　

70
歳
～
74
歳
の
国
民
健
康
保
険

加
入
者
に
、
新
し
い
「
国
民
健
康

保
険
高
齢
受
給
者
証
」
を
７
月
に

郵
送
し
ま
し
た
。
こ
の
受
給
者
証

は
、
一
部
負
担
金
の
割
合
を
表
示
し

た
も
の
で
す
の
で
、
医
療
機
関
等

で
保
険
証
と
と
も
に
ご
提
示
く
だ

さ
い
。

▽
有
効
期
限　

翌
年
７
月
31
日

※
有
効
期
限
ま
で
に
75
歳
に
な
る

人
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

移
行
し
ま
す
の
で
、
誕
生
日
の
前

日
ま
で
が
有
効
期
限
で
す
。

　

　

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る

人
は
、
毎
年
6
月
に
「
現
況
届
」

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
に
よ
り
引
き
続
き
手

当
を
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を

確
認
し
、
児
童
手
当
を
支
給
し

ま
す
。

　

未
提
出
の
場
合
、
6
月
分
以

降
の
児
童
手
当
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

包
丁
、
カ
ッ
タ
ー
、
カ
ミ
ソ

リ
等
の
鋭
利
な
も
の
は
新
聞

紙
等
で
包
ん
で
出
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
蛍
光
灯
は
破

損
し
な
い
よ
う
「
購
入
時
の

ケ
ー
ス
に
入
れ
る
」ま
た
は「
新

聞
紙
で
包
装
す
る
」
な
ど
し

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ご
協
力

を
お
願
い

し
ま
す
。

　

平
成
29
年
10
月
29
日
に

投
開
票
を
予
定
し
て
い
る

市
議
会
議
員
選
挙
の
立
候

補
予
定
者
説
明
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

※
関
係
者
（
各
陣
営
２
人
以

内
）
は
ご
出
席
く
だ
さ
い

▽
日
時　

８
月
20
日
（
日
）

　

午
後
２
時
～

▽
場
所　

市
役
所
第
２
別

　

館
３
階
多
目

　

的
ホ
ー
ル

　

8
月
１
日
現
在
で
要
支
援
・
要

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
介
護
保
険

被
保
険
者
に
、
新
し
い
「
介
護
保
険

負
担
割
合
証
」
を
7
月
下
旬
に
郵

送
し
ま
し
た
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
ご

利
用
の
際
に
は
、
事
業
者
ま
た
は
施

設
の
窓
口
へ
介
護
保
険
被
保
険
者
証

と
と
も
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

認
定
申
請
中
で
、
要
支
援
・
要

介
護
認
定
が
出
た
人
に
つ
い
て
は
、

「
介
護
保
険
被
保
険
者
証
」
と
同

封
し
て
郵
送
い
た
し
ま
す
。

▽
有
効
期
限　

8
月
１
日
～
翌
年

　

7
月
31
日

す
の
か
。
ま
た
、
学
校
や
職
場
で
ど
ん

な
こ
と
に
悩
ん
で
い
る
の
か
、
知
ら
な

い
こ
と
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？
一
人
一
人
顔
や
生
き
方
が
違
う
よ

う
に
、
性
の
あ
り
方
に
も
違
い
が
あ
り

ま
す
。
お
互
い
の
違
い
を
認
め
合
え
る
、

だ
れ
も
が
生
き
や
す
い
社
会
を
つ
く
る

た
め
に
、
ま
ず
「
知
る
」
と
こ
ろ
か
ら

始
め
ま
し
ょ
う
。【
Ｌ
…
レ
ズ
ビ
ア
ン（
女

性
同
性
愛
者
）
Ｇ
…
ゲ
イ
（
男
性
同

性
愛
者
）
Ｂ
…
バ
イ
セ
ク
シ
ャ
ル
（
同

性
愛
者
）
Ｔ
…
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー

（
性
別
に
違
和
感
を
感
じ
て
い
る
人
）】

◆
イ
ベ
ン
ト

❶
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
人
権

　

相
談
（
無
料
）

▽
時
間　

午
前
11
時
30
分
～

　

午
後
1
時

❷
ぬ
り
え
の
募
集

▽
時
間　

午
前
11
時
30
分
～

　

午
後
1
時
30
分

※
お
た
の
し
み
券
に
交
換

※
ぬ
り
え
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

❸
い
ろ
ん
な
屋
台
や
体
験
型
の

　

遊
び
コ
ー
ナ
ー

❹
24
時
間
テ
レ
ビ
愛
は
地
球
を

　

救
う
草
の
根
チ
ャ
リ
テ
ィ
募

　

金
活
動

❺
ゆ
め
る
ん
、
み
ー
あ
、
ア
ン

　

パ
ン
マ
ン
、
ま
つ
ほ
ど
う
た

　

く
（
？
）
も
待
っ
て
る
よ
。

じんけんサマーフェスティバル 2017 開催

国民健康保険（70 歳以上）と後期高齢者医療の
高額療養費の上限額の変更

国民健康保険高齢受給者
証の更新

児童手当現況届

問社会教育課☎ 43-5232

問市民課☎ 43-5212

※ 1 世帯収入の合計額が 520 万円未満（１人世帯の場合は 383 万円未満）の場合や「旧
　　 ただし書所得」の合計額が 210 万円以下の場合も含みます
※ 2 過去 12 か月以内に３回以上、上限額に達した場合は４回目から上限額が下がります

問長寿福祉課☎ 43-5217

問慶野松原荘☎ 36-3391

問市民課☎ 43-5212

問子育て支援課☎ 43-5219

有害危険ゴミの注意点 市議会議員選挙の立候
補予定者説明会

介護保険負担割合証の更新

慶野松原荘休館

お知
らせ

お知
らせ

お知
らせ

お知
らせ

お知
らせ

お知
らせ

お知
らせ

お知
らせ

お知らせ

問環境課☎ 43-5214

問市選挙管理委員会☎ 43-5004

適用区分

〈多数回 44,400 円　　〉

課税所得
145 万円以上の人

課税所得
145 万円未満の人

Ⅱ 住民税非課税世帯

Ⅰ 住民税非課税世帯
（年金収入 80 万円以下など）

現
役
並
み

一

　般

住
民
税
非
課
税

44,400 円

外来（個人ごと）

12,000 円

8,000 円

57,600円

年間上限14万4,000円
14,000円

外来＋入院（世帯ごと）

44,400 円

24,600 円

〈多数回 44,400 円　　〉

15,000 円

80,100 円 +
( 医療費 -267,000 円 )×1%

57,600円

（※２）

（※２）

（※１）

　

平
成
29
年
11
月
1
日
よ
り
改

修
工
事
の
た
め
休
館
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
30
年
4
月
1
日

よ
り
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

し
、
民
間
業
者
に
よ
り
営
業
を

再
開
し
ま
す
。

松井開発運輸株式会社
「安心・安全・信頼」の解体工事はお任せください！！

南あわじ市湊１３５４　ＴＥＬ 0799-36-5078

お気軽に
ご相談を…
※お見積もりは無料です

検 索

～  新しい夢の『はじまり』を創るために  ～　

ホームドクターアリス 
しろあり・害虫駆除の専門店 

南あわじ市北阿万筒井76-1 

問☎55-0800 
調査・見積 
　 無料！ 

地元の業者にお任せを！ 
気軽にご連絡ください。 
　　　相談受付中 

しろあり・ハチ

いや～な虫の 駆除と予防

　

煎茶
お薄

煎茶　游青会
南あわじ市松帆古津路　西淡中学校近く

www.mars.sannet.ne.jp/yusei/

お問合せ： yusei@mars.sannet.ne.jp

月１回からお稽古できます。
お気軽にお始めください。

（当会は会費や季節の謝礼は不要です）

せんちゃゆうせいかい 検索
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古
来
よ
り
人
々
を
魅
了
し
、
多

く
の
文
学
作
品
や
芸
術
作
品
に
描

か
れ
て
き
た
「
鳴
門
の
渦
潮
」
に

つ
い
て
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を

は
じ
め
、
多
く
の
人
々
が
学
び
、

知
り
、
考
え
る
き
っ
か
け
と
す
る

と
と
も
に
、
作
品
を
通
じ
て
文
化

的
価
値
を
更
に
向
上
さ
せ
る
た

め
、
文
化
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し

ま
す
。

▽
募
集
作
品　
「
鳴
門
の
渦
潮
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
「
ポ
ス
タ
ー
」

「
書
道
」「
俳
句
」
の
作
品

　

現
在
、
北
阿
万
地
区
公
民
館
の

改
修
が
行
わ
れ
て
お
り
、
改
修
が

完
了
す
る
ま
で
施
設
の
使
用
が
で

き
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
北
阿
万
地
域
の

避
難
所
の
取
り
扱
い
を
下
表
の
と

お
り
一
時
変
更
し
ま
す
。

　

総
務
省
で
は
、
個
人
番
号
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
）
カ
ー
ド
の
活
用
と

し
て
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
ポ
イ

ン
ト
や
航
空
会
社
の
マ
イ
レ
ー
ジ

な
ど
を
「
地
域
経
済
応
援
ポ
イ
ン

ト
」
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
自

治
体
ポ
イ
ン
ト
（
例
え
ば
、
南
あ

わ
じ
市
ポ
イ
ン
ト
）」
に
合
算
し
て

使
え
る
よ
う
に
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
「
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
」
に
つ
い
て

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
本
市
を
は
じ

め
全
国
の
地
域
特
産
品
等
を
購
入

す
る
際
に
使
え
る
よ
う
、「
名
物

チ
ョ
イ
ス
」
と
い
う
新
た
な
サ
イ

ト
が
９
月
下
旬
の
開
始
を
め
ざ
し

て
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
を
活
用

す
る
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
取
得
し
、
必
要
な
設
定
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
利
用
を

ご
希
望
の
人
は
お
早
め
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
を
お
願
い

し
ま
す
。

▽
対
象　
「
ポ
ス
タ
ー
」、「
俳
句
」

の
部
＝
小
学
生
、
中
学
生
、一
般

　
「
書
道
」
の
部
＝
小
学
生
（
低

学
年
・
中
学
年
・
高
学
年
）

※
応
募
方
法
等
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
兵
庫
・
徳
島
「
鳴
門
の
渦
潮
」

世
界
遺
産
登
録
推
進
協
議
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://n

aru
to

-

u
zu

sh
io.jp

/n
ew

s/

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い

▽
募
集
締
切　

９
月
８
日
（
金
）

▽
表
彰
式　

10
月
７
日
（
土
）

※
賞
状
・
副
賞
あ
り　
　
　

　

淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
の
丘
で
は
、
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー

を
募
集
中
。
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
に
は
、

入
場
料
金
特
典
の
付
い
た
年
間
パ
ス

ポ
ー
ト
を
発
行
し
ま
す
。

▽
申
込
方
法　

本
人
ま
た
は
家
族
の

顔
写
真
（
縦
横
３
セ
ン
チ
）
と
市

内
在
住
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
書
類
、
パ
ス
ポ
ー
ト
発
行
代
金

50
円
を
持
参
の
う
え
、
商
工
観
光

課
ま
た
は
、
食
の
拠
点
情
報
発
信

基
地
（
美
菜
恋
来
屋
横
の
建
物
）

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い

▽
有
効
期
間　

発
行
日
（
申
込
日
）

よ
り
翌
年
３
月
31
日
ま
で

　

eo
サ
ー
ビ
ス
へ
の
移
行
申
込
み

を
対
面
で
相
談
し
な
が
ら
手
続
き

い
た
だ
け
る
出
張
相
談
窓
口
を
、

第
１
期
エ
リ
ア
（
広
田
、八
木
、市
、

神
代
）
の
各
地
区
で
臨
時
開
設
し

ま
す
。
第
１
期
エ
リ
ア
の
お
申
込

み
推
奨
期
間
は
9
月
29
日
（
金
）

ま
で
で
す
。

▽
持
ち
物　

さ
ん
さ
ん
ネ
ッ
ト
か

ら
お
届
け
し
た
書
類
一
式
（
紛
失

し
た
人
は
窓
口
で
再
交
付
し
ま

す
）、
印
鑑
、
現
在
ご
契
約
し
て
い

る
、
電
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

の
請
求
明
細
書
（
移
行
す
る
サ
ー

ビ
ス
内
容
の
相
談
に
便
利
で
す
）

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
、
納
付

猶
予
、
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受

け
た
期
間
が
あ
る
場
合
、
保
険
料
を

全
額
納
め
た
人
と
比
べ
、
老
齢
基
礎

年
金
の
受
け
取
り
額
が
少
な
く
な
り

ま
す
。

　

免
除
等
の
期
間
の
保
険
料
に
つ
い

て
は
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
遡
っ
て
納

め
る
こ
と
（
追
納
）
が
で
き
ま
す
。

　

免
除
等
の
承
認
を
受
け
た
期
間
の

翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
3
年
度
目
以

降
の
追
納
は
、
当
時
の
保
険
料
額
に

一
定
の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　

追
納
は
、
古
い
月
の
も
の
か
ら
納

付
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
次
の

点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
一
部
免
除
を
受
け
た
期
間
は
、

納
付
す
べ
き
保
険
料
が
納
付
さ

れ
て
い
な
け
れ
ば
追
納
は
で
き

ま
せ
ん

※
「
法
定
免
除
・
申
請
免
除
期
間
」

が
「
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特

例
期
間
」
よ
り
先
に
経
過
し
た

月
分
で
あ
る
場
合
は
、
ど
ち
ら

を
優
先
し
て
納
め
る
か
、
本
人

が
選
択
で
き
ま
す

　

８
月
15
日
の
終
戦
記
念
日
に
あ
わ
せ
、

戦
没
者
へ
の
追
悼
と
恒
久
平
和
を
祈
念

し
て
『
萬
灯
会
』
を
開
催
し
ま
す
。
記

念
塔
を
中
心
に
約
１
２
０
０
個
の
灯
篭

が
平
和
の
灯
を
灯
し
、
公
園
内
を
幽
玄

の
世
界
に
誘
い
ま
す
。

▽
内
容　

追
悼
法
要
＝
午
後
６
時
～　

　

灯
篭
点
灯
＝
午
後
６
時
30
分
～　

▽
日
時　

８
月
15
日
（
火
）

　

午
後
６
時
～
午
後
９
時
30
分

※
荒
天
の
場
合
は
中
止
す
る
場
合
あ
り

▽
場
所　

若
人
の
広
場
公
園

▽
入
園
料　

無
料

※
で
き
る
だ
け
乗
り
合
わ
せ
て
ご
来
園

く
だ
さ
い

　

戦
中
・
戦
後
（
昭
和
10
年
代
か
ら
30

年
代
頃
）
の
生
活
状
況
に
関
係
す
る
資

料
の
展
示
。「
当
時
の
人
々
の
暮
ら
し
が

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
」
歴
史

的
資
料
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
内
容　

❶
実
物
資
料
（
防
空
頭
巾
、
黒

塗
り
教
科
書
な
ど
）、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
パ

ネ
ル
展
示
❷
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
パ
ネ
ル
展
示

▽
日
時　

❶
８
月
４
日
～
10
日
❷
11
日

～
17
日　

❶
❷
共
通　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▽
場
所　

若
人
の
広
場
公
園
管
理
棟
内

▽
入
園
料　

無
料

問若人の広場公園管理事務所☎ 55-2520問若人の広場公園管理事務所☎ 55-2520

戦中・戦後のくらし展 若人の広場公園「萬
ま ん

灯
ど う

会
え

」お知
らせ

お知
らせ

入園料

平日・土曜日 日曜日・祝日

無料 半額（中学生以下無料）

8 月13日～15日、1月1日～３日は無料

お知らせ

2017.8.1発行11

「鳴門の渦潮」文化コン
クールの作品募集

北阿万地域避難所の
一時変更

個人番号カードの活用
～地域経済応援ポイント～

淡路ファームパークイング
ランドの丘市民サポーター

ケーブルテレビ移行の手続き
～出張相談窓口を臨時開設～

免除等期間の国民
年金保険料の追納

問兵庫・徳島「鳴門の渦潮」世界遺産登録
　推進協議会事務局☎ 088-621-2133

問危機管理課☎ 43-5203

【名物チョイス】問ふるさと創生課☎ 43-5205
【個人番号カード】問市民課☎ 43-5212

問 eo 光移行相談センター☎ 0120-002-182
問さんさんネット☎ 43-2345

問商工観光課☎ 43-5221

問明石年金事務所☎ 078-912-4980

お知
らせ

お知
らせ

お知
らせ

お知
らせ

※継続発行する人は更新無料。前回のパスポートのみご持
　参ください。前々回パスポートは新規扱い
※受付時間　平日の午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分
※食の拠点情報発信基地（☎ 43-5224）は火曜日が定休日。
　同施設での発行は事前に連絡をお願いします。

※混雑時にはお待ちいただく場合があります
※お住まいの地区以外の出張相談窓口でも相談できます

募集

案内

日　程 場　所 時　間

８月 19 日（土） 神代地区公民館

午前９時

午後５時

８月 20 日（日） 市地区公民館

８月 26 日（土） 八木地区公民館

８月 27 日（日） 保健センター
（広田地区公民館隣）

～

期間
開設する順番
１番 ２番

公民館改修
完了まで

※平成 30 年
　３月 31 日まで

北阿万 
小学校

公民館改修
完了後

※平成 30 年
　４月１日から

北阿万
地区公民館

北阿万
小学校

（公社）南あわじ市シルバー人材センター
　〒 656-0122　南あわじ市広田広田 1064 番地（旧緑庁舎 1 階）

  TEL ／ 0799-45-0171 （代）  ・  0799-45-0012     FAX ／ 0799-45-1814

６０歳以上のみなさん
シルバー会員になってみませんか ?

・健康のために身体を動かしたい
・いくらかの収入を得たい
・社会参加したい
など、働く意欲のある方をお待ちしています。

○植木剪定　○農作業　○除草・草刈　○軽作業
○清掃　　　○大工・左官仕事　　　○施設管理
○毛筆筆耕　○生活支援（掃除・洗濯）など

みなさんのお役に立ちます !                             
                        お気軽にお電話下さい



込
書
を
7
月
下
旬
に
郵
送
し
て

い
ま
す
。

問
長
寿
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
７

第
６
回
南
あ
わ
じ
音
楽
祭

チ
ケ
ッ
ト
好
評
販
売
中

▽
開
催
日　

８
月
27
日
（
日
）

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
料
金　

大
人
２
０
０
０
円
、高
校

生
以
下
５
０
０
円

▽
販
売
所　

パ
ル
テ
ィ
、シ
ー
パ
、ブ

ッ
ク
サ
ー
ク
ル
、中
央
公
民
館

問
音
楽
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
実
行

委
員
会
（
社
会
教
育
課
）

　

☎
43
・
５
２
３
２

弾
道
ミ
サ
イ
ル
落
下
時
の
行
動

　

ミ
サ
イ
ル
が
日
本
に
落
下
す
る

可
能
性
が
あ
る
場
合
は
、
屋
外
ス

ピ
ー
カ
ー
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
や
緊

急
速
報
メ
ー
ル
（
エ
リ
ア
メ
ー

ル
）
等
に
よ
り
緊
急
情
報
が
流
れ

ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
直
ち
に
次

の
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
屋
外
に
い
る
場
合　

近
く
の

頑
丈
な
建
物
等
へ
避
難
す
る

か
、
適
当
な
建
物
が
な
い
場

合
は
、
物
陰
に
身
を
隠
す
か

地
面
に
伏
せ
頭
部
を
守
る
。

▼
屋
内
に
い
る
場
合　
で
き
る
だ

け
窓
か
ら
離
れ
る
。
で
き
れ

ば
、
窓
の
な
い
部
屋
へ
移
動

す
る
。

※
詳
し
く
は
、
国
民
保
護
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
（h

ttp
://w
w
w
.

12

情
報
瓦
ば
ん

保
育
所（
園
）の
❶
嘱
託
職
員

❷
臨
時
職
員
の
募
集（
調
理
員
）

▽
職
務
内
容　

市
立
保
育
所（
園
）

で
の
調
理
業
務

▽
勤
務
時
間　

❶
平
日
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
、土
曜
日
午
前

８
時
〜
正
午（
月
１
回
程
度
）❷

平
日
３
〜
５
日
で
午
前
８
時
〜

午
後
６
時
の
う
ち
３
〜
７
時
間

▽
任
用
期
間

　

平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

▽
採
用
人
数　

若
干
名

▽
資
格　

調
理
師（
ま
た
は
栄
養

士
）と
普
通
自
動
車
運
転
免
許

▽
報
酬　

❶
月
額
15
万
３
０
０
０
円

（
賞
与
あ
り
）❷
時
給
１
０
０
０
円

※
交
通
費
・
手
当
別
途
、保
険
加
入

▽
応
募
方
法　

履
歴
書
に
資
格
証

等
の
写
し
を
添
え
て
子
育
て
支

援
課
に
持
参
ま
た
は
郵
送

※
嘱
託
・
臨
時
保
育
士
も
常
時
募

集
し
て
い
ま
す

問
子
育
て
支
援
課
☎
43
・
５
２
１
９

消
防
職
員
の
募
集

▽
職
種　

消
防
職

▽
採
用
予
定
人
員　

５
人
程
度

▽
試
験
日　

第
１
次
９
月
17
日

（
日
）、第
２
次
10
月
下
旬

▽
受
付
期
間

　

８
月
１
日（
火
）〜
15
日（
火
）

▽
受
験
資
格　

平
成
３
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、高

等
学
校
を
卒
業
し
た
人
ま
た
は

平
成
30
年
３
月
高
等
学
校
卒
業

見
込
み
の
人

▽
申
込
書　

最
寄
り
の
消
防
署

（
分
署
、出
張
所
を
含
む
。）と

総
務
課
で
配
布
し
ま
す

問
淡
路
広
域
消
防
事
務
組
合
消
防

本
部
総
務
課
☎
24
・
０
２
７
１

慶
野
松
原
海
水
浴
場

夏
季
ア
ル
バ
イ
ト
の
募
集

❶
キ
ャ
ン
プ
場
ア
ル
バ
イ
ト

▽
業
務
内
容

 

電
話
応
対
、
利
用
者
の
受
付
等

❷
海
の
家
ア
ル
バ
イ
ト

▽
業
務
内
容

　

売
店
業
務
、
備
品
貸
出
等

❶
❷
共
通
事
項

▽
期
間　

８
月
１
日（
火
）〜
21
日（
月
）

▽
時
間　

午
前
8
時
〜
午
後
5
時

※
時
間
は
相
談
に
応
じ
ま
す

▽
賃
金　

時
給
８
５
０
円
以
上

※
交
通
費
支
給

問
国
民
宿
舎
慶
野
松
原
荘

　

☎
36
・
３
３
９
１

婦
人
共
励
会「
親
子
日
帰
り
ツ

ア
ー
」の
参
加
者
募
集

▽
対
象　

母
子
・
父
子
家
庭
の
親
子

▽
日
時　

９
月
10
日（
日
）午
前
８

時
30
分
に
市
役
所
駐
車
場
出
発

▽
場
所　

海
遊
館（
大
阪
市
港
区
）

▽
参
加
費　

大
人（
中
学
生
以
上
）

１
５
０
０
円
、子
ど
も
１
０
０
０
円

※
婦
人
共
励
会
費
と
し
て
1
世
帯

に
つ
き
別
途
１
０
０
０
円
必
要

※
昼
食
は
各
自

▽
申
込
期
間

　

８
月
１
日（
火
）〜
31
日（
木
）

※
定
員
に
達
し
次
第
受
付
終
了

問
子
育
て
支
援
課
☎
43
・
５
２
１
９

人
権
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

～
鳥
取
人
権
ゆ
か
り
の
地
を

巡
る
～
参
加
者
の
募
集

　

公
立
鳥
取
環
境
大
学
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
研
究
で
学
生
が
現
地
を

巡
り
、
ま
と
め
た
冊
子
を
も
と
に

研
修
し
ま
す
。

▽
日
時　

９
月
８
日
（
金
）
午
前

６
時
30
分
教
育
委
員
会
出
発

▽
場
所　

椿
谷
キ
リ
シ
タ
ン
幽
閉

の
地
、
首
切
り
地
蔵
、
護
国
神

社
・
少
年
飛
行
兵
戦
没
者
慰
霊

碑
、
ハ
ン
セ
ン
病
強
制
幽
閉
へ

の
反
省
と
誓
い
の
碑
ほ
か

▽
参
加
費　

１
０
０
０
円
（
昼
食

代
含
む
）

▽
定
員　

10
人

問
南
あ
わ
じ
市
人
権
教
育
研
究
協

議
会
☎
43
・
５
２
３
２

緑
風
館
介
護
員
養
成
研
修
　

受
講
生
の
募
集

（
県
指
定
第
１
７
１
０
０
２
０
１
号
）

▽
日
程　

９
月
４
日（
月
）〜
11
月

27
日（
月
）平
日
午
後
６
時
30
分

か
ら
約
２
〜
３
時
間
。実
習
は

日
中
２
日
間

▽
場
所　

講
義
＝
広
田
地
区
公
民

館
、演
習
・
実
習
＝
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
緑
風
館

▽
受
講
料　

６
万
４
０
０
０
円（
テ

キ
ス
ト
代
含
む
）

▽
定
員　

30
人

▽
申
込
締
切　

９
月
１
日（
金
）

問
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
緑
風
館

　

☎
45
・
１
７
１
８

ア
ジ
ア
国
際
子
ど
も
映
画
祭

作
品
の
募
集

　

南
あ
わ
じ
市
役
所
で
９
月
30
日

（
土
）
に
開
催
す
る
同
映
画
祭
「
関

西
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
」
の
作

品
を
募
集
し
ま
す
。

▽
テ
ー
マ　
「
学
校
の
先
生
」

▽
応
募
内
容　

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
内

容
で
、ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
等
で
制
作

し
た
３
分
以
内
の
未
公
開
映
像

▽
応
募
対
象　

小
学
生
・
中
学
生
・

高
校
生（
そ
れ
ら
の
年
齢
に
相
当

す
る
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
）

▽
応
募
締
切　

８
月
31
日（
木
）必
着

▽
申
込
方
法　

応
募
作
品（
Ｄ
Ｖ

Ｄ
）と
所
定
の
参
加
応
募
用
紙

を
体
育
青
少
年
課
ま
で
郵
送
ま

た
は
持
参　
　
　
　
　
　
　

※
上
位
受
賞
者
は
、11
月
25
日（
土
）

北
海
道
北
見
市
で
開
催
さ
れ
る

本
選
大
会
へ
招
待

問
体
育
青
少
年
課
☎
43
・
５
２
３
４

南
あ
わ
じ
市
ス
ポ
ー
ツ
大
会

参
加
者
の
募
集（
全
ス
ポ
予
選
）

❶
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

▽
チ
ー
ム
編
成　

20
代
１
人
、
30

代
３
人
、
40
代
４
人
、
50
代
１

人
、
女
性
は
フ
リ
ー

▽
募
集
数　

16
チ
ー
ム

❷
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

▽
募
集
数　

小
学
生
の
部
16
チ
ー

ム
（
小
学
３
年
生
以
上
の
４

名
・
男
女
制
限
な
し
）、
フ
リ

ー
の
部
16
チ
ー
ム
（
社
会
人
の

男
女
各
２
人
）、
40
歳
以
上
の

部
16
チ
ー
ム
（
40
歳
以
上
の
男

女
各
２
人
）

❸
囲
碁
ボ
ー
ル

▽
チ
ー
ム
編
成　

３
人
１
組
（
年

齢
・
男
女
制
限
な
し
）

▽
募
集
数　

32
チ
ー
ム

❹
ア
ジ
ャ
タ

▽
募
集
数　

ジ
ュ
ニ
ア
の
部
16
チ

ー
ム
（
小
学
生
以
下
４
〜
６

人
・
男
女
制
限
な
し
）、
フ
リ

ー
の
部
16
チ
ー
ム　
（
中
学
生

以
上
４
〜
６
人
・
男
女
制
限
な

し
）、
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
16
チ

ー
ム　
（
年
齢
制
限
な
し
４
〜

６
人
・
女
性
の
み
）

❶
～
❷
共
通
事
項

▽
日
程　

９
月
24
日
（
日
）

▽
場
所　

❶
〜
❸
三
原
健
康
広
場

　

❹
神
代
小
学
校
（
予
定
）

▽
申
込
締
切　

８
月
31
日
（
木
）

▽
チ
ー
ム
編
成　

チ
ー
ム
編
成

は
、
市
内
在
住
者
で
編
成
。
在

勤
不
可
。
申
込
用
紙
及
び
詳
細

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

※
募
集
は
先
着
順

問
南
あ
わ
じ
市
体
育
協
会

　
（
三
原
健
康
広
場
内
）

　

☎
42
・
５
６
３
０

第
22
回
サ
ン
ピ
ッ
ク
水
泳
大
会

参
加
者
の
募
集

▽
日
時　

９
月
10
日
（
日
）

　

午
後
１
時
〜

▽
場
所　

サ
ン
プ
ー
ル

▽
費
用　

２
０
０
円

▽
申
込
締
切　

８
月
27
日
（
日
）

※
詳
し
く
は
大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

に
掲
載

問
同
大
会
事
務
局
（
上
居
）

　

☎
０
９
０
・
３
７
２
８
・
３
２
３
６

「
の
じ
ぎ
く
文
芸
賞
」（
人
権
問

題
文
芸
作
品
）作
品
の
募
集

　

人
権
の
大
切
さ
や
思
い
や
り
、

支
え
合
う
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
な

ど
、
人
権
文
化
の
創
造
や
人
権
課

題
の
解
決
に
関
す
る
内
容
が
描
か

れ
た
文
芸
作
品
〈
小
説
、随
想
（
手

記
・
作
文
）、
誌
、
創
作
童
話
〉

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
応
募
期
限　

９
月
11
日
（
月
）

▽
対
象　

県
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
の
人
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
を
含
む
未
発
表
・
未
投
稿
の

自
作
の
作
品
に
限
り
ま
す
。
字

数
制
限
が
あ
り
ま
す
。

問
（
公
財
）
兵
庫
県
人
権
啓
発
協
会

　

☎
０
７
８
・
２
４
２
・
５
３
５
５

文
化
体
育
館
の
講
習
会
等

受
講
者
の
募
集

◆
初
回
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
利
用

す
る
場
合
、
初
回
の
み
講
習
会
を

受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
対
象
者　

16
歳
以
上

▽
受
講
料　

５
０
０
円
（
市
内
）

※
次
回
利
用
よ
り
２
０
０
円
（
市
内
）

▽
定
員　

６
人
（
要
予
約
）

▽
講
習
時
間　

約
１
時
間
30
分

▽
講
習
日
時　

８
月
８
日（
火
）、

25
日（
金
）の
❶
午
後
２
時
〜
❷

午
後
７
時
〜

※
子
ど
も
連
れ
の
受
講
は
不
可

問
文
化
体
育
館
☎
50
・
５
０
７
７

美み

菜な

恋こ
い

来こ
い

屋や

出
荷
者
の
募
集

　

美
菜
恋
来
屋
で
は
出
荷
者
（
生

鮮
野
菜
・
加
工
品
）
を
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

淡
路
島
内
外
の
人
に
自
慢
の

出
荷
物
を
提
供
し
て
南
あ
わ
じ
市

（
淡
路
島
）
を
共
に
盛
り
上
げ
ま

せ
ん
か
？
詳
し
く
は
美
菜
恋
来
屋

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
直
接

電
話
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
美
菜
恋
来
屋
☎
43
・
３
７
５
１

地
域
活
性
化
助
成
事
業（
第
２
期
）

申
請
団
体
の
募
集

　

淡
路
島
の
地
域
活
性
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
る
ま
ち

お
こ
し
事
業
、地
域
交
流
、文
化
・

芸
術
事
業
等
、ま
た
は「
国
生
み
の

島
」を
テ
ー
マ
と
し
た
事
業
を
実

施
し
よ
う
と
す
る
団
体
に
20
万
円

を
限
度
に
助
成
し
ま
す
。

※
申
込
書
は
当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

▽
申
込
期
限　

８
月
25
日
（
金
）

問
（
一
財
）
淡
路
島
く
に
う
み
協
会

☎
24
・
２
０
０
１

敬
老
祝
金
を
お
贈
り
し
ま
す

▽
対
象
者　

９
月
15
日
現
在
で
市

内
に
住
所
を
有
す
る
満
80
歳
以

上（
昭
和
12
年
９
月
16
日
以
前

の
生
ま
れ
）の
人

▽
支
給
額　

３
０
０
０
円

▽
支
給
方
法　

口
座
振
込

▽
支
給
予
定
日　

9
月
19
日（
火
）

※
以
前
に
申
請
し
た
口
座
に
振
り

込
み
し
ま
す
。昭
和
11
年
９
月

17
日
〜
昭
和
12
年
９
月
16
日
生

ま
れ
の
人
に
は
、口
座
振
込
申

ko
ku
m
in
h
o
go
.go
.jp
/

）

問
危
機
管
理
課
☎
43
・
５
２
０
３

第
２
回
淡
路
島
く
に
う
み
講
座

「
文
明
開
化
と
島
の
近
代
化
」

▽
講
師　

武
田
信
一
氏（
淡
路
地

方
史
研
究
会
会
長
）

▽
内
容　

武
士
の
世
の
中
が
終
わ

り
、劇
的
に
移
り
変
わ
っ
て
ゆ

く
淡
路
島
の
歴
史
、文
化
、産
業

な
ど
に
つ
い
て
の
お
話
。

▽
日
時　

８
月
26
日（
土
）

　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

▽
場
所　

洲
本
市
文
化
体
育
館

▽
定
員　

１
０
０
人（
入
場
無
料
）

▽
申
込
締
切　

８
月
25
日（
金
）

問（
一
財
）淡
路
島
く
に
う
み
協
会

　

☎
24
・
２
０
０
１

ジ
ョ
ブ・カ
ー
ド
活
用
に
つ
い
て

　

４
月
か
ら
洲
本
商
工
会
議
所
に

ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
が
開
設
し
て
い
ま
す
。
有
期

実
習
型
訓
練
を
活
用
す
る
場
合

は
、
訓
練
生
に
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
受
け
さ
せ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
洲
本
商
工
会
議
所
同
セ
ン
タ
ー

　

☎
22
・
７
７
３
３

情報瓦ばん
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お
知
ら
せ

募
　
集

訂
正
と
お
詫
び　
広
報
６
月
号
掲
載
の

「
図
書
館
夏
季
ア
ル
バ
イ
ト
募
集
」
で
、

学
生
の
時
給
を
８
０
０
円
と
掲
載
し
ま

し
た
が
、
８
２
０
円
の
誤
り
で
し
た
の

で
、
訂
正
し
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。



不
登
校
・ひ
き
こ
も
り

❶
講
演
会
及
び
❷
相
談
会

▽
開
催
日
時　

８
月
28
日
（
月
）
❶

午
後
２
時
〜
、
❷
午
後
３
時
〜
４
時

▽
会
場　

中
央
公
民
館

▽
内
容　

❶
ひ
き
こ
も
り
の
理
解

〜
関
わ
る
時
の
基
本
〜
（
講
師

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
神
戸
オ
レ
ン
ジ
の

会　

藤
本
圭
光
理
事
長
）
❷
専

門
家
が
当
事
者
及
び
支
援
者
の

相
談
を
受
け
ま
す
。

▽
参
加
費
・
相
談
料　

無
料

個
別
相
談
も
実
施
中

　
「
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
」
に

関
す
る
個
別
相
談
を
無
料
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

▽
開
設
日
時　

月
・
水
・
金
の
午

前
10
時
〜
午
後
４
時

問
兵
庫
ひ
き
こ
も
り
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
淡
路
ブ
ラ
ン
チ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
Ｓ
Ｏ
Ｄ
Ａ
☎
42
・
０
３
９
９

　

h
ello
@
aw
ajiso

d
a.jp

働
く
婦
人
の
家
イ
ベ
ン
ト

コ
ッ
ト
ン
パ
ー
ル
講
座（
要
予
約
）

▽
日
時　

８
月
13
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

▽
内
容　

肌
に
優
し
い
夏
用
ネ
ッ

ク
レ
ス
〜
夏
休
み
の
思
い
出
づ

く
り
に
最
適

▽
材
料
代　

１
０
０
０
円

▽
定
員　

15
人

▽
申
込
締
切　

８
月
６
日
（
日
）

問
働
く
婦
人
の
家
☎
43
・
２
３
２
６

第
５
回

チ
ャ
リ
テ
ィ
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会

▽
日
時　

８
月
11
日
（
金
・
祝
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

時
30
分
〜

※
天
候
不
良
時
は
神
代
公
民
館

問
神
代
天
体
ド
ー
ム
再
建
準
備
会

　

☎
０
９
０
・
３
６
１
６
・
３
８
２
４

❷
鳴
門
タ
ク
シ
ー
天
文
台（
要
予
約
）

▽
日
時　

８
月
７
日（
月
）午
後
７

時
30
分
〜

▽
場
所　

神
代
地
頭
方
１
６
７
６

問
鳴
門
タ
ク
シ
ー
天
文
台（
沼
田
）

　

☎
０
９
０
・
９
６
１
２
・
１
７
４
９

❶
❷
共
通　

保
護
者
同
伴

阿
波
お
ど
り
体
操

◆
第
96
回
講
習
会

▽
日
時　

８
月
５
日
（
土
）

　

午
後
８
時
〜

▽
場
所　

賀
集
地
区
公
民
館

▽
費
用　

１
０
０
円

◆
第
35
回
・
第
36
回
講
座

▽
日
時　

８
月
10
日（
木
）、24
日（
木
）

　

午
後
1
時
30
分
〜
２
時
30
分

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
費
用　

１
０
０
円

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
内
容　

チ
ャ
リ
テ
ィ
賛
同
者
に

よ
る
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会

▽
鑑
賞
料　

無
料

問
社
会
教
育
課
☎
43
・
５
２
３
２

南
あ
わ
じ
市
消
費
者
協
会

公
開
講
座（
無
料
）

▽
日
時　

８
月
９
日
（
水
）
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
内
容　

ひ
ょ
う
ご
出
前
環
境
教

室
。
玉
ね
ぎ
の
皮
で
「
草
木
染
で

エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
に
そ
ま
ろ
う
！
」。

も
っ
た
い
な
い
心
の
育
成
「
物
作

り
・
工
夫
す
る
事
」
の
楽
し
さ

を
体
験
し
ま
す
。

▽
講
師　

黒
谷
静
佳
氏
（
環
境
学

習
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

問
阿
波
お
ど
り
体
操
振
興
協
会

　（
出
田
）
☎
55
・
１
１
１
１

洲
本
公
証
役
場

日
曜
無
料
相
談（
要
予
約
）

▽
内
容　

公
正
証
書
遺
言
に
関
す

る
相
談
や
任
意
後
見
契
約
な
ど

の
大
切
な
契
約
の
相
談

▽
日
時　

８
月
６
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
場
所　

洲
本
公
証
役
場
（
洲
本
市

本
町
２
‐
３
‐
13
富
本
ビ
ル
３
階
）

問
洲
本
公
証
人
役
場

　

☎
24
・
３
４
５
４

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
洲
本
巡
回
相
談

▽
内
容　

職
業
相
談
及
び
職
業
紹
介

▽
対
象
者　

生
活
保
護
受
給
者
、

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
、住
居

確
保
給
付
金
受
給
者
お
よ
び
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
に
よ

▽
申
込
締
切　

８
月
４
日
（
金
）

▽
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

※
体
験
を
し
ま
す
の
で
汚
れ
て
も
い

い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い

問
同
協
会
事
務
局
（
市
民
協
働
課

内
）
☎
43
・
５
２
４
４

家
族
会
研
修
会（
無
料
）

「
地
域
で
当
事
者
や
家
族
が 

　
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
」

　

精
神
的
な
悩
み
を
抱
え
る
人
と

向
き
合
う
た
め
に
は
家
族
自
身
が

学
び
、
ま
た
癒
さ
れ
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
今
回
、
大
阪
府
精
神
障

害
者
家
族
会
の
精
神
科
病
院
内
で

の
取
り
組
み
の
実
践
報
告
や
家
族

同
士
の
交
流
を
通
し
て
、
家
族
が

元
気
に
な
る
こ
と
を
目
的
に
研
修

会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

９
月
７
日
（
木
）
午
後

１
時
30
分
〜
午
後
４
時

▽
場
所　

新
淡
路
病
院

▽
対
象
者　

家
族
の
人
及
び
支
援
者

▽
申
込
締
切　

８
月
25
日
（
金
）

問
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６

海
ほ
た
る
鑑
賞
会
及
び

自
由
研
究
会

◆
鑑
賞
会（
無
料
）

▽
日
時　

８
月
５
日
（
土
）、
12
日

（
土
）
各
日
午
後
８
時
〜

▽
場
所　

慶
野
松
原
（
慶
野
観
光

側
砂
浜
）

◆
自
由
研
究（
定
員
20
人
）

　

自
分
で
仕
掛
け
を
作
っ
て
海
ほ

る
支
援
を
受
け
て
い
る
人

▽
日
時　

８
月
８
日（
火
）、22
日

（
火
）午
前
11
時
〜
午
後
３
時

▽
場
所　

市
役
所
本
館

※
事
前
申
込
が
必
要
、先
着
３
人

問
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６

こ
こ
ろ
や
す
ら
ぐ
ひ
ろ
ば

　

精
神
疾
患
を
抱
え
る
人
と
そ
の

ご
家
族
、
地
域
の
人
た
ち
が
気
軽

に
つ
ど
い
、
交
流
を
深
め
る
広
場
。

精
神
障
害
者
相
談
員
や
保
健
師
等

に
よ
る
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
日
時　

８
月
27
日
（
日
）

　

午
後
１
時
〜
４
時

▽
場
所　

い
ち
ば
ん
星

　
（
南
あ
わ
じ
市
市
福
永
５
７
２
）

問
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６

空
き
家
バ
ン
ク
の
8
月
無
料
相
談

▽
内
容　

空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登

録
・
利
活
用
に
関
す
る
相
談
な
ど

▽
日
時　

❶
８
月
11
日（
金
・
祝
）

た
る
を
つ
か
ま
え
よ
う
。

※
海
ほ
た
る
は
持
ち
帰
り
で
き
ま
せ
ん

▽
日
時　

８
月
５
日
（
土
）
午
後

７
時
30
分
〜

▽
持
ち
物

　

空
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
（
５
０
０
ml
）

▽
参
加
費　

１
０
０
円

▽
予
約　
　

info@
keinom

atsubara.

com

問
慶
野
松
原
根
上
が
り
隊（
ゼ
ル
ニ
ク
）

　

☎
０
８
０
・
５
３
３
６
・
１
４
９
５

こ
ど
も
科
学
実
験
教
室
　 

▽
内
容　

展
示
形
式
で
色
々
な
実

験
を
紹
介
。
体
験
や
工
作
コ
ー

ナ
ー
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　

8
月
5
日
（
土
）、
6
日

（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
5
時 

▽
場
所　

三
原
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ

ラ
ザ
・
パ
ル
テ
ィ 

▽
対
象　

小
学
生
〜
中
学
生

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｓ
Ｏ
Ｄ
Ａ（
坂
本
）

☎
０
９
０
・
２
０
４
２
・
７
１
０
３

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
名
場
面

▽
内
容　
『
御
所
桜
堀
川
夜
討
』

　

三
段
目
弁
慶
上
使
の
段

◆
子
ど
も
た
ち
の
淡
路
人
形
浄
瑠

璃
絵
画
展

▽
期
間　

８
月
２
日
（
水
）
〜
10

月
１
日
（
日
）

◆
阿
万
風
流
踊
保
存
会
展
示（
大

踊
・
小
踊
）

▽
期
間　

８
月
31
日
（
木
）
ま
で

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　

☎
43
・
５
０
３
７

淡
路
人
形
座（
８
月
公
演
）

◆
通
常
公
演

▽
内
容　
「
戎
舞
」「
人
形
解
説
」

「
伊
達
娘
恋
緋
鹿
子　

火
の
見

櫓
の
段
」

※
上
演
内
容
が
変
わ
る
場
合
あ
り

◆
バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
ツ
ア
ー

　

11
時
10
分
の
公
演
鑑
賞
後
、
ふ

だ
ん
見
る
事
の
出
来
な
い
舞
台
裏
を

座
員
が
案
内
し
ま
す
。
先
着
20
人
。

▽
開
催
日　

８
月
11
〜
13
日
、19
、

20
、26
、27
日

◆
８
月
の
休
館
日

　

16
日
以
外
の
毎
週
水
曜
日
と
、

６
日（
日
）、24
日（
木
）

問
淡
路
人
形
座
☎
52
・
０
２
６
０

滝
川
記
念
美
術
館
　
玉
青
館

館
蔵
品
展
２　

直
原
玉
青

 

水
墨
の
世
界
展　

開
催
中
！

▽
入
館
料　

大
人
３
０
０
円
、高
大

生
２
０
０
円
、小
中
生
１
０
０
円

※
コ
コ
ロ
ン
カ
ー
ド
、の
び
の
び
パ
ス

ポ
ー
ト
持
参
の
人
は
無
料

問
玉
青
館
☎
36
・
２
３
１
４

第
１
５
９
回
神
代
天
体
観
測
会

「
土
星
を
見
よ
う
」

❶
神
代
小
学
校

▽
日
時　

８
月
６
日（
日
）午
後
７

　
８月の無料相談

市民無料法律相談（先着９人）
◆内容 弁護士による相談（1人20分）
◆日時 8日（火）・24日（木）13:30～16:30
◆場所 市役所本館
問市民協働課☎43-5244（予約必要）

若者就労相談
◆対象 仕事に就いていない15～39歳ま
 での働く事に悩みをもつ若者とその家族
◆日時 23日（水）
 ❶13：00～❷14：00～❸15：00～
◆場所 市役所２階相談室
問あかし若者サポートステーション
 ☎078-915-0677（予約必要）

消費生活相談
◆日時 毎週月～金曜日（祝日休業）
     ９:00～12:00、13:00～16:00
◆場所 市役所第1別館1階
問市消費生活センター☎43-5099 

司法書士会による相談（先着8人）
◆内容 登記・法律相談・成年後見に関
    する相談
◆日時 16日（水）18:00～21:00
◆場所 洲本文化体育館
◆申込 司法書士船越事務所 船越まで
    ☎23-0086（予約必要） 

行政書士による相談（先着３人）
◆内容 農地法・相続・許認可・契約関係
◆日時 14日(月）13:30～15:30
◆場所 県洲本総合庁舎
◆申込 土井惠一朗行政書士事務所
       ☎53-1771（予約必要）

住宅の耐震相談会
◆内容 住宅の耐震診断・改修などの相談
◆日時 23日（水）13:30～15:30
◆場所 県洲本総合庁舎
◆申込 社家一級建築士事務所
    ☎0799-42-1018（予約必要）

母子相談
◆内容 母子・父子家庭や寡

か

婦
ふ

への相談
◆日時 毎週月水金の９:30～16:30
◆相談 子育て支援課☎43-5219

家庭児童相談
◆内容 子育てや子どものしつけ、不登
    校、いじめ等に関する相談
◆日時 平日の９:30～16:30
◆相談 子育て支援課☎43-5239（直通）

農地相談（先着4人）
◆内容 農地に関する相談 
◆日時 25日（金）13:00～16:30
問農業委員会事務局☎43-5236（予約必要）

午
後
１
時
〜
４
時
、❷
20
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
、❸
25
日

（
金
）午
後
１
時
〜
４
時

▽
場
所　

❶
福
良
地
区
公
民
館
❷

美
菜
恋
来
屋
隣「
情
報
発
信
拠

点
施
設
」❸
灘
地
区
公
民
館

※
平
日
は
、ふ
る
さ
と
創
生
課
で

も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

問
ふ
る
さ
と
創
生
課
☎
43
・
５
２
０
５

司
法
書
士
に
よ
る
養
育
費
相
談
会

「
あ
き
ら
め
な
い
で
　
全
国
一
斉
養
育

費
相
談
会
～
子
ど
も
の
か
け
が
え
の
な

い
今
と
、
未
来
の
た
め
に
～
」
の
開
催

　

兵
庫
県
青
年
司
法
書
士
会
と
全

国
青
年
司
法
書
士
協
議
会
で
は
、

養
育
費
に
関
す
る
電
話
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。相
談
料
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

▽
開
催
日
時　

９
月
２
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▽
電
話
番
号　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
・
５
６
７
・
３
０
１

情報瓦ばん
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文
化
・
ま
な
び

催
　
し

相
　
談

消費者力アップリレーセミナー
安全で安心な消費生活を送るためのヒントを学ぶ

◆場所 ❶❸南あわじ市役所、❷❹県洲本総合庁舎
    ❺❻淡路市役所
◆各時間 午後1時 30分～３時 30分
     ※ただし、❻のみ午前 10時～正午
◆受講対象者 県内に在住・在勤・在学の人
◆申込方法 所定の申込書を兵庫県淡路消費生活セン
 ターのホームページからダウンロードして持参また
 は郵送、電話、FAXで申込み。

問兵庫県淡路消費生活センター☎ 26-3361

開催日 テーマ

❶９月 14 日（木）通販の上手な利用法

❷10月 19日（木）笑って学んで賢く暮らすいきいき生活術！

❸11月 16日（木）電子マネーについて

❹12月 14日（木）その保険あなたの為になっていますか？

❺1月 17 日（水）最近の相談事例、クイズで学ぼう消費者問題

❻２月 13 日（火）スマホやネットに潜む危険

参加料無料
先着 40人



さんさんネット　８月番組の見どころ 問さんさんネット
　☎43-2345

○
数
字
が
順
位
。
関
係
分
の
み
掲
載

大
会
結
果

第
8
回
三
原
ク
ラ
ブ
杯
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
大
会
（
６
月
18
日
・
国
立
淡
路
青

少
年
交
流
の
家
）

【
男
子
】

③
原
田
海
斗
（
淡
路
市
）
＆

　

一
ノ
木
淳
也
（
志
知
）
／
洲
実
高

【
女
子
】

①
納
奈
々
子
（
倭
文
）
＆

　

澤
内
伽
音
（
志
知
）
／
洲
実
高

第
12
回
徳
島
県
ジ
ュ
ニ
ア
空
手
道

選
手
権
大
会
（
６
月
25
日
・
徳
島
県
鴨

島
東
中
学
校
体
育
館
）

【
小
学
５
年
生
女
子
初
級
】

①
齊
藤
奈な

み海
（
拳
星
會
）

②
中
堀
姫き

あ

ら

愛
麗
（
拳
星
會
）

第
33
回
南
あ
わ
じ
市
家
庭
婦
人
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
7
月
9
日
・

松
帆
小
学
校
）

①
ブ
ル
ー
マ
リ
ン

②
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ

③
蘭
ク
ラ
ブ

③
北
阿
万

★
大
会
結
果
は
市
大
会
規
模
以
上
を
対

象
と
し
、
大
会
主
催
者
及
び
関
係
者
か

ら
の
情
報
提
供
に
基
づ
き
、
作
成
し
て

お
り
ま
す
。

問
秘
書
課
☎
43
・
５
２
０
４

　

F

 

43
・
５
３
０
４　

kouhou@

city.m
inam

iaw
aji.h
yogo.jp

問市立図書館☎53-0234　
　開館時間／9：30～19：00
　ただし、日曜日・祝日は、17：00まで
 　※広田・湊地区公民館図書室は土曜日も17時まで

　アナウンサーの質の低
下、見苦しい若年層への媚
び、いい加減な考証、興醒め
な度の過ぎる喧伝･･･。ミリ
オンセラー「孤高のメス」で
医療界の病巣を浮き彫りに
した著者が、矛先を巨大メ
ディアに向けた。「ＮＨＫマ
ニア」を自負してきた著者
の、愛するがゆえの苦言。

　１８６９年の大陸横断鉄道
開通から、２０１５年のシリア
難民まで、世界に衝撃を与
えた有名な報道写真１００点
とともに、現代史をたどる。
各写真ごとに、歴史的背景
や撮影の瞬間のシチュエー
ションをわかりやすく解説
する。ページをめくるたび
に、さまざまな感情がかき立
てられる。

　おなかをたたくぽんぽこ
たぬき、スルスル登るさるの
木登り、羽根車が回るオラン
ダの風車・・・。コインを入れ
ると動く、しかけ貯金箱の作
り方を、しかけの種類別に紹
介します。楽しいからくりが
いっぱいつまったページを
めくりながら、夏休みの工作
のアイデアを見つけてみて
ください！

　とてもこだわりやのフクロ
ウ、ホーリーは、よりすぐりの
ものに囲まれて、楽しい生活
を送っていました。ところが、
もう少しで花が咲きそうな、
はりねずみのニードルからプ
レゼントされたバラの植木鉢
を壊してしまいました。ホー
リーの小さなむねがきゅっと
いたくなりました･･･。

ＮＨＫを斬る！ 世界の特別な１日
未来に残したい１００の報道写真

動く貯金箱
コインを入れると動きだす楽しい
しかけ貯金箱

こだわりやの
ホーリー

大鐘稔彦／著（創英社） マルゲリータ・ジャコーザ／著
（日経ナショナルジオグラフィック社） （ブティック社 )

なごし　かおり／え・さく　
（文芸社）

　８月の休館日
　毎週月曜日
　31日 ( 木 ) 月末整理日

みんなの図書館

8月 ４日（金）～

・南あわじ市子ども議会

8月17日（木）～ 

・福良夏まつり　盆おどり大会

8月18日（金）～ 

・福良湾海上花火大会

8月14日（月）～ 21日（月）

・南あわじ市消防操法大会

8月21日（月）～ 28日（月）

・南あわじ市市民まつり
 　「慶野松原花火大会」「福良湾海上花火大会」

8月28日（月）～ ９月 ４日（月）

 ・福良夏まつり　盆おどり大会

さん さん ニュー ス 撮 っ て お き ☆

情報瓦ばん

月曜日～金曜日（週５回更新）
■放送　午前７時 30 分～、午後０時 30 分～
　　　　午後７時 30 分～、深夜０時 30 分～

毎週月曜日　午後８時更新
■放送　午後８時～、午後１時～、午後８時～
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大お

お

野の

遺い

跡せ

き

２

交通安全標語の募集

　テレビリモコンの『番
組表』を押すと、１週間分
の番組内容が表示され
ます。また、録画機で簡単
予約も可能！

『詳しく番組内容を知り
たい！』そんな時は・・・

※さんさんネットのホー
ムページでも番組表を確
認いただけます

EPG（電子番組表）

　大野遺跡は、賀集八
やはたみなみ
幡南・立

たてがわせ
川瀬に位置する

遺跡です。平成20年度の調査で、奈良時代頃
の掘
ほったてばしら
立柱建物跡などを確認しました。建物跡の

北側からは、同時代の須
す え き
恵器・土

は じ き
師器・製

せいえんどき
塩土器

などの遺物がややまとまって出土しており、建
物周辺で使用されたものが廃棄されたと思わ
れます。

大
野
遺
跡
の
建
物
跡

▲

阿那賀診療所・大鐘稔彦院長の
「孤高のメス－命ある限り」上梓される
　大鐘院長原作で、2010年には映
画化もされ、累計170万部のミリオ
ンセラーとなった「孤高のメス」
が刊行されました。平成19年２月
に初巻が出て以来、今回が13巻目
で完結篇となります。
　完結篇の刊行を迎え、大鐘院長
は「まだまだ続けてというファン
の声に後押しされて、10年間書き
継いでこれました。日本の医療界
の病巣をあぶり出し、理想の医療とは何かをひたすら追求
してきたつもりです。今上天皇の執刀医である天野篤（順
天堂大心臓血管外科教授）さんが『自分は当麻鉄彦をライ
バルと目して研鑚を積んできた』と言ってくれたことが何
よりのエールでした」と話していました。

九州北部豪雨災害に対する

義援金の募集
 南あわじ市では、九州北部豪雨により被害を受けた被
災地への支援を実施するため、義援金を募集しています。
ご協力よろしくお願いいたします。

◆場所 南あわじ市役所本館１階ロビー
◆期間 ８月30日（水）まで

問総務課☎43-5001

問総務課☎43-5001

◆募集作品　交通安全に関する募集（交通安全意識の高揚及
 び交通マナーの浸透を図ろうとするもの）

◆応募資格 南あわじ市内に在住の人
 ※応募作品は未発表のもので、自作のものに限ります
 ※入賞作品の著作権等一切の権利は主催者に帰属するもの
  とする。応募作品は返却しない。
 ※その他、詳しくはお問合せください。

◆応募方法 普通ハガキ1枚に1標語で、住所、氏名、年齢、  
 電話番号を明記。一人1枚に限ります。（ＦＡＸ可 42‐5134）

◆送 り 先〒 656‐0472 南あわじ市市善光寺 18‐27
              南あわじ交通安全協会「交通安全標語」募集係

◆応募期間 ９月６日（水）まで必着

問南あわじ交通安全協会☎ 42‐0410 または、
  南あわじ市交通対策協議会（危機管理課）☎ 43‐5203

　南あわじ市役所で臨時職員として働きたい人
は、まずはご登録ください。
（保育士・幼稚園教諭・学童保育指導員・事務補助員など）

　詳しくは、ホームページをご覧になる
か、総務課までお問合せください。

登録臨時職員の募集注目

　８月１４日（月）に行われる「南あわじ市市
民まつり 福良湾海上花火大会」を生放送でお送
りします。

■放送日　８月１４日（月）

■放送　　午後８時～（予定）

　  夏の夜空を彩る花火の数々を、ご家族
　　そろってお楽しみください。
　※当日の天候等により変更する場合があります。

【生放送】福良湾海上花火大会♪



 休日応急診療所（賀集地区公民館横☎53-1536）

診察日  9：00～11：30
13：00～16：30 19：00～22：30

 ６日（日） 穀 内 純 江 医師 日 笠 久 美 医師

11　日（金） 鈴 木 俊 示 医師 橋 田 友 孝 医師

13　日（日） 瀧 川　 卓 医師 瀧 川　 卓 医師

14日（月） 村 野 謙 一 医師 橋 田 友 孝 医師

15日（火） 浦 瀬　 巌 医師 福 原 正 博 医師

16日（水） 大 鐘 稔 彦 医師 友清龍一郎 医師

20日（日） 友清龍一郎 医師 柴 田 亮 平 医師

27日（日） 日 笠 久 美 医師 福 原 正 博 医師

診察時間 月 火 水 木 金 土

  9:15 ～ 12:15 ○ 休 ○ 休 ○ ○

14:00 ～ 17:00 ○ ○ 休 休 △ 休

時間外診療病院
月 平 成 病 院

火
平 成 病 院
八 木 病 院

水
中 林 病 院
南 淡 路 病 院

木 翠鳳第一病院

金 中 林 病 院

土 翠鳳第一病院
平日18:00～23:00
土曜13:00～23:00
※当直医によって専
門以外の診療はでき
ない場合があります

※各種教室・相談のお問い合わせは、健康課（☎43-5218）まで

● 阿波踊り体操 （いずみ会主催）1回100円
内容   日 曜日　    時間 　　   場所

阿波踊り体操
２ 水

10:00 ～
　南あわじ市
　保健センター16 水

● いずみ会リーダー養成講座
　（献立作り①、栄養成分表示の見方）
  日　　　曜日　   　　 　 時間 　場所　

 17 木 10：00 ～ 13：00 中央公民館

  ８月の健康カレンダー

● 乳幼児健康カレンダー　　 　　（　　）は対象

内容  日 曜日　  受付時間 場所

母親学級 17 木 13:15 ～ 13:30

南あわじ市
　保健センター

４か月児健康診査
（29年4月生）

29 火 12:30 ～ 13:00

10か月児健康診査
（28年10月生）

22 火 12:30 ～ 13:00

１歳6か月児健康診査
（28年1月生）

1 火 12:30 ～ 13:00

２歳児歯科健診
（27年5月生）

16 水 13:00 ～ 13:30

３歳児健康診査
（26年７月生）

８ 火 12:30 ～ 13:00

就学前５歳児健康診査
（24年８月生）

28 月 12:30 ～ 13:00

強い歯大好き健診
（26年５月･26年11月生）

２ 水 13:15 ～ 13:45

育児相談
（28年６月生） ４ 金

13:30 ～ 14:00
（29年1月生） 25 金

食育講座赤ちゃん栄養サロン
（29年３月生）

24 木  ９:45 ～ 10:00

遊びの教室（予約制） ３ 木  ９:30

発達支援相談（予約制） ３ 木 13:30 ～

● 健康相談
内容  日 曜日　　  　時間 　　場所

生活習慣病相談、
栄養相談、
血圧測定など

21 月
  ９:00 ～ 10:30
 13:00 ～ 15:00

市役所本館 1 階

小児救急医療

◆小児夜間救急電話センター
毎日午後 10 時～午前６時までの間、医師が輪番で小
児夜間救急診療を行っています。
問小児夜間救急電話センター☎ 44-3799

◆休日小児救急診療
日曜・祝日・年末年始の休日、みなと元気館内の洲
本市応急診療所において、小児科医の輪番による小
児救急診療所を開設しています。
受付時間　9:00 ～ 11:30、13:00 ～ 16:30
問洲本応急診療所☎ 24-6340

● 献血
  日　　　曜日　   　　 受付時間 　場所　

22 火 11：30 ～ 16：00 中央公民館

24 木 14：45 ～ 16：30 賀集地区公民館

認知症を支える家族の会　スマイル
　認知症の介護の悩みを一人で抱え込んでいません
か？日ごろの思いを話し合える場です。

日　時　８月９日（水）14:00～15:00
場　所　中央公民館２階　視聴覚室
問地域包括支援センター☎43-5237

　市内で「いきいき百歳体操」に取り組んでいるグ
ループが集まり、取り組み報告や90歳以上の参加者
表彰、しゃきしゃき百歳体操を行います。　

日　時　8月30日（水）午後2時～4時
場　所　中央公民館２階大ホール
問地域包括支援センター☎43-5237

認知症カフェ 　　　　※申込不要

認知症の人とそのご家族、地域の人誰もが気軽に集え、
家族らが抱える介護負担の相談にスタッフが応じます。

日　時　８月２９日（火）13：00～16：00
場　所　いちばん星（南あわじ市市福永572）
問地域包括支援センター☎43-5237

2017.8.1発行19

第５回いきいき百歳体操交流大会　 

いきいき健康生活

質 問 項 目 チ ェ ッ ク 項 目 点数

１ アルコール含有飲料をどのくらいの頻度で飲みますか？ 　0 飲まない　11か月に1度以下　21か月に２～４度
　31週に２～３度　41週に４度以上

２
飲酒する時には通常どのくらいの量を飲みますか？
 ( ビール・発泡酒500ml、日本酒1合 = ２ドリンク、ワイングラス
　1杯 = 1ドリンク、焼酎（焼酎３,水７）1杯＝1ドリンク)

　0 ０～２ドリンク　1 ３～４ドリンク　
　2 ５～６ドリンク　3 ７～９ドリンク　
　410ドリンク以上

３ 1度に６ドリンク以上飲酒することがどのくらいの頻度で
ありますか？

　0 ない　1 1か月に1度未満　2 1か月に1度 
　3 1週に1度　4 毎日あるいはほとんど毎日

４ 過去1年間に、飲み始めると止められなかったことがどのく
らいの頻度でありましたか？

　0 ない　1 1か月に1度未満　2 1か月に1度 
　3 1週に1度　4 毎日あるいはほとんど毎日

５ 過去1年間に、普通だと行えることが飲酒をしていたために
できなかったことがどのくらいの頻度でありましたか？

　0 ない　1 1か月に1度未満　2 1か月に1度 
　3 1週に1度　4 毎日あるいはほとんど毎日

６ 過去1年間に、深酒の後体調を整えるために、朝迎え酒をしな
ければならなかったことがどのくらいの頻度でありましたか？ 

　0 ない　1 1か月に1度未満　2 1か月に1度 
　3 1週に1度　4 毎日あるいはほとんど毎日

７ 過去1年間に、飲酒後罪悪感や自責の念にかられたこと
がどのくらいの頻度でありましたか？

　0 ない　1 1か月に1度未満　2 1か月に1度 
　3 1週に1度　4 毎日あるいはほとんど毎日

８ 過去1年間に、飲酒のため前夜の出来事を思い出せな
かったことがどのくらいの頻度でありましたか？

　0 ない　1 1か月に1度未満　2 1か月に1度 
　3 1週に1度　4毎日あるいはほとんど毎日 

９ あなたの飲酒のために、あなた自身か他の誰かがけがを
したことがありますか?

　0 ない　2 あるが、過去1年にはなし
　4 過去1年間にあり

10
肉親や親戚、友人、医師、あるいは他の健康管理にたずさわ
る人から、あなたの飲酒について心配されたり、飲酒量を減
らすように勧められたりしたことがありますか？　

　0 ない　2 あるが、過去1年にはなし
　4 過去1年間にあり

　長期間、大量の飲酒を続けていると、しだいにお酒を飲まずにはいられない状態になります。これがア

ルコール依存症です。適量でやめようと思っていても、いつも限度を越してしまい、お酒がきれてくると、

イライラ、手の震え、寝汗、不眠、ついには幻覚症状が現れるようになります。こうなると、家族にあたりち

らしたり、仕事でミスをおかしたり、人間関係がうまくいかなくなったりします。アルコール依存症の治療

には断酒しかありません。そうなる前に、飲み方を見直し、適正飲酒を心がけてみませんか？

アルコール依存症になる前に～AUDITで飲酒量チェック～

１０点未満 　… 今のところあなたのお酒の飲み方にあまり大

きな問題はないようです。右の『適正飲酒のすすめ１０か条』を

参考にして、さらに楽しく健康的なお酒との

付き合いを心がけてください。

１０～１９点　 … 今後お酒のためにあなたの

健康や社会生活に影響が出る恐れがあります。
１日２ドリンク（１合）までの飲酒にとどめましょう

１０～１９点で現在糖尿病や肝臓病の治療中の人 　… お酒が

現在治療中の病気の回復の妨げになるばかりか、病状を悪化さ
せる恐れがあります。

　２０点以上 　・・・ アルコール依存症が疑われ、飲酒のためにあ

なたの健康だけでなく、家庭や職場での生活に悪影響が及ん
でいることが考えられます。一度専門医にご相談ください。

※金曜日の△は16時から診察

適正飲酒のすすめ10か条

  １．笑いながら共に、楽しく飲もう

  ２．自分のペースでゆっくりと

  ３．食べながら飲む習慣を

  ４．自分の適量にとどめよう

  ５．週に二日は休肝日を

  ６．人に酒の無理強いをしない

  ７．薬と一緒には飲まない

　  （睡眠剤、安定剤、糖尿病薬など）

  ８．強いアルコール飲料は薄めて

  ９．遅くとも夜１２時で切り上げよう

１０．肝臓などの定期検査を

　　　    　（アルコール健康医学協会）

阿那賀診療所診察時間が変更しています

相
談
先

自
助

グ
ル
ー
プ

◆南あわじ市役所健康課☎43-5218
◆洲本健康福祉事務所地域保健課☎26-2060

◆淡路断酒会（家族からの相談も可）事務局☎0799-62-1181
◆AA（アルコホーリクス アノニマス） 関西セントラルオフィス　　　
　　☎06-6536-0828

16時～
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市内小中学校で実施
されている「●プロ
ジェクト」。第一線で
活躍する人たちの話
に、子どもたちは目
を輝かせながら聞き
いっていました。

子どもたちの素敵な夢が叶いますように！！
　さて、●に入る漢字１文字をお答えください。

（ヒントは広報４頁）

※クイズの正解者の中から抽選で５人に図書カード 1,000 円分をプ
　レゼント！（当選は発送をもって発表にかえさせていただきます）

■応募方法（❶～❺全回答必須）
　❶クイズの答え、❷住所、❸氏名、❹年齢、❺広報やさん
　さんネット、南あわじ市に対するご意見・ご感想をお書き　
　の上、秘書課までご応募ください。
■応募締切 ８月 15 日（火）※消印有効

〒 656-0492 南あわじ市市善光寺 22 番地１
南あわじ市役所 秘書課広報クイズ係 宛

（メールの場合、件名に「広報クイズ」と記載）
kouhou@city.minamiawaji.hyogo.jp

※右の二次元コードを携帯電話のバーコード
　リーダで読み取り、クイズに応募できます

※７月号の正解は、住みたい。 37通の応募がありました。

広報クイズ
　　　　

　暑くて、お子さんと家に閉じこもりがちにな
りますが、親子でゆっくり遊べる「ゆめるんセ
ンター」にお越しください。子どもは遊びを通
じて様々なことを学びます。子ども同士のかか
わりあいや親同士の交流も楽しめます。

●出前ひろば （申込不要、ゆめるんノート、名札持参）
　おもちゃがいっぱいの自由遊びの広場。10:00 ～ 11:30
ひろば名 ８月の開設日 場所

みどり 4,16,23,25 市保健福祉センター

みはら
1,3,8,10,22,24
29,31

働く婦人の家

なんだん 4,9,18,23,25,30 福良地区公民館

問ゆめるんセンター（子育て学習・支援センター） 
　 南あわじ市榎列松田747番地3　☎42-7703

●季節のうた アルバム　８月 ※要申込
　希望の場所を決めて申込みください。先着120人、費用50円

場所 開催日 時間
みはらひろば、ゆめるんセンター 22,24 10：00～10：30

みどりひろば、なんだんひろば 23,25 10：00～10：30

子育て広場

●８月の催し　※要申込
行事名・場所 日時 費用等

８月のお誕生日会
・ゆめるんセンター

21日（月）
10:00～

申込締切14日（月）
費用100円

ままひろば「牛乳パックいす
作り」・ゆめるんセンター

21日（月）
11：00～

先着30組
費用300円

乳幼児の歯ッピー☆教室
・保健センター

29日（火）
10：00～ 先着20人

動く子どもの館号がやっ
てくる！・広田公民館

30日（水）
11：00～

先着50組
費用50円

●ふれあいプレイルーム （平日９：00～16：00）

　（申込不要、ゆめるんノート、名札持参）
場所 内容

ゆめるんセンター
公園に出かける感覚で、親子で遊ぶことができま
す。　赤ちゃんは、体重・身長測定もできます。

 
●年齢別ひろば（ゆめるんセンター）８月 
ひろば名 対象 開催日 時間 内容等
ばなな
ぶどう

11か月～
就園まで

8 ～
10 日

10:30～
11：10 水あそび

いちご
10か月ま
で 31 日

10:00～
11：00

ベビーマッサージ 要申込
定員40組　費用100円

（写真）７月13日・なつまつり

平成29年7月15日までの申出分 （敬称略）
※この欄への掲載を希望する人は、届け出のときに窓口へお申し出ください
※フォントの字形により戸籍記載氏名の字形と異なることがあります

●人　口 48,345人（前月比＋３人）
　    （男） 23,297人（前月比＋４人）
　    （女） 25,048人（前月比－ １人）
●世帯数 19,290世帯（前月比＋16世帯）

※平成29年７月１日現在

赤ちゃん 性別 保護者 地区 出生日

橋 本　 昇
しょう

侑

土居誠
せいしろう

士郎

清 水　 雄
ゆうと

斗

興 津　 香
かすみ

澄

馬 部　 聖
せいか

椛

髙田偉
い ろ は

呂琶

藤 本　 彩
あやな

菜

中 村　 沙
さ え

絵

柏 木　 城
じょうえい

栄

喜 田　 楓
ふ わ

羽

酒 井　 遥
はるた

大

眞 野　 廉
れんしょう

生

宮 本　 昂
こうせい

青

桐原七
な み ね

海音

土 居　 俊
しゅんすけ

介

富 長　 芽
めいさ

咲

立 花　　 蓮
れん

辻 村　 康
こうき

樹

田 村　　 旭
あさひ

出口　翔
しょういち

一

山口花
か な え

奈江

森 西　　 陸
りく

良 田　 真
まひろ

大

岡 本　 茅
ちはや

弥

上 田　 汐
しおり

栞

仲 田　 朱
じゅり

里

森 下　 和
いずみ

泉

天 川　 煌
こ う

生

長 濱　 空
そらに

虹

居 内　 心
お と

奏

牛 野　 夢
ゆめな

菜

男

男

男

女

女

男

女

女

男

女

男

男

男

女

男

女

男

男

男

男

女

男

男

女

女

女

女

男

女

女

女

一　将
良　成
亮　祐
佳　太
成　基
啓　史
健　介
雄　馬
拓
佳　史
俊　幸
大　樹
研　輔
将　輝
正　典
輝
充
卓　浩
暢　章
敦　司
誠　治
実
雄　哉
直　也
剛　徳
成三郎
寿　人
潤
庄太郎
一　博
智　仁

広　田
八　木
広　田
市
市

榎　列
広　田
広　田
賀　集
市

松　帆
榎　列
八　木
福　良
松　帆
松　帆
灘
市

広　田
八　木
広　田
潮美台
神　代
広　田
賀　集
市

榎　列
神　代
福　良
松　帆
伊丹市

６ 月 ５ 日
６ 月 ６ 日
６月 11 日
６月 12 日
６月 12 日
６月 14 日
６月 15 日
６月 16 日
６月 19 日
６月 19 日
６月 20 日
６月 20 日
６月 20 日
６月 21 日
６月 24 日
６月 24 日
６月 27 日
６月 27 日
６月 28 日
６月 28 日
６月 28 日
６月 30 日
６月 30 日
７ 月 ２ 日
７ 月 ３ 日
７ 月 ３ 日
７ 月 ３ 日
７ 月 ５ 日
７ 月 ６ 日
７ 月 ７ 日
７ 月 ７ 日

結婚

死亡

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 婚姻日

飛田　晋次（賀　集）

楠本　文哉（大阪府）

高取　和弘（千葉県）

高木　康行（広　田）

興津　和博（松　帆）

永濱　　翔（神奈川県）

中本　真悟（賀　集）

阿部　和弘（阿　万）

榎本　恭典（志　知）

仲田　樹生（志　知）

小幡　亮介（　湊　）

堀部　育代（阿　万）

來馬　令奈（津　井）

椿原　綺乃（　市　）

池田　智美（広　田）

木下　真里（洲本市）

藤岡　千佳（　市　）

中村　　遥（　湊　）

栗野　志穂（洲本市）

織田　純加（洲本市）

松﨑　優子（淡路市）

加野　汐莉（賀　集）

６ 月 23 日

６ 月 24 日

６ 月 24 日

６ 月 28 日

７ 月 ６ 日

７ 月 ６ 日

７ 月 ６ 日

７ 月 ７ 日

７ 月 ７ 日

７ 月 ７ 日

７ 月 15 日

出生

氏名 年齢 地区 死亡日
竹田ひさゑ
田中　祥雄
近藤かをる
南　よしゑ
増水　一二
西岡ゑみ子
林　ふみ子
岡本きよ子

賀　集
福　良
榎　列
賀　集
阿　万
市

松　帆
湊

85
83
95
88
83
93
87
87

６ 月 20 日
６ 月 21 日
６ 月 22 日
６ 月 22 日
６ 月 27 日
６ 月 30 日
６ 月 30 日
７ 月 １ 日

氏名 年齢 地区 死亡日
望月　歳夫
三輪　　光
平　　　 昂
増田　　保
葊本きよこ
奥田　　亨

湊
福　良
榎　列
松　帆
市

広　田

89
84
79
84
87
93

７ 月 ２ 日
７ 月 ７ 日
７ 月 ９ 日
７ 月 11 日
７ 月 13 日
７ 月 14 日

氏名 年齢 地区 死亡日
木下　壽夫
中村みよし
田村　弘照
山本よし子
水谷　好文
今岡　通子
尾嶋　千鶴
塩濵　好夫

榎　 列
灘

松　帆
賀　集
榎　 列
福　 良
津　 井
榎　 列

73
82
86
74
83
91
72
83

６ 月 15 日
６ 月 15 日
６ 月 16 日
６ 月 16 日
６ 月 18 日
６ 月 19 日
６ 月 19 日
６ 月 19 日

犬のしつけ方教室
開 催 日　１０月１日（日）午前１０時～正午
場　　所　三原ショッピングプラザ「パルティ」
定　　員　１０組程度　申込み多数の場合は抽選
申込締切　９月８日（金）午後５時
申込・問合せ　兵庫県動物愛護センター淡路支所
　　　　　　　☎０７９９－６２―５８１１ 
※参加にあたっては一定の条件があります

愛犬と楽しく基本を学ぼう



　国際協力機構（JICA）の日系社会青年ボランティ
アの日本語教師として、南米パラグアイに派遣さ
れる沼島小学校教諭の羽石瑛

あきら

さんが出発前の６月
20日に守本市長を訪問しました。
　羽石さんは学生時代から発展途上国の教育の向
上が必要と考え、ずっとそのような思いを持って
いました。兵庫県人会が日本語教員の派遣募集を
行っていることを知り応募。このほど２年間の任
期でパラグアイの首都アスンシオンの日系日本語
学校に派遣されることとなりました。
　守本市長は「スポーツや音楽などを通して現地
の人たちとも交流を図り、様々な経験をしてきて
ください」と激励。羽石さんは「学生時代にバン
ドをしていたこともあり音楽で交流を深めたい」
と応えました。

　７月１日〜 26日の間、中央公
民館で南あわじ市ふれあい文化
芸能祭が開催されました。期間
中にはカラオケの部や芸能の部
（舞踊や琴、合唱など）の日頃の
成果を披露する舞台発表、写真
や盆栽、絵画などの見事な芸術
作品の展示が行われ、訪れた人
たちを楽しませていました。

　三原自動車教習所の１日開放日を利用して、南あわじ
市交通対策協議会は高齢者を対象に「シルバー・ドライ
バーズ・スクール」を開催。市内の老人クラブから 14
人が参加し、同教習所の教官を乗せて、実際に教習所訓
練コースを運転しました。
　緊張の面持ちでハンドルを握る参加者は、教官から指
示を受け、コース内の車庫入れやＳ字カーブ等を運転。
脱輪してしまったり、四苦八苦している参加者もいまし
た。教官から注意すべき点について指導を受けたほか、
自身の老化に伴う運転感覚の違いを認識していました。
　同協議会副会長の柳本佳博氏（南あわじ交通安全協会
長）は、「高齢になると耳が聞こえにくくなったり、目が
見えにくくなったりと、体の変化がある。事故に遭わな
いように、自身の体の特徴を理解し、気を付けて運転し
てほしい」と話していました。

教育水準の向上をめざして

趣味でいきいきとした人生を！

Ｓ字カーブで脱輪してしまう参加者

ふれあい文化芸能祭

小学校教諭羽
はねいし

石さんパラグアイへ
南あわじ市交通対策協議会「シルバー・ドライバーズ・スクール」

高齢者の人が交通事故に遭わないように

　2017.8.1発行23 22ま ち か ど ト ピ ッ ク ス

　５月２９日から７月３日に掛けて、市内
の全小学校４年生を対象に、賀集浄化セン
ターで「下水道出前講座」を開催。６月
２３日に、神代小学校４年生２４人が同講
座を受講しました。
　児童らは会議室で、下水道課職員から生
活に必要な水の循環や市内の下水道整備に
ついて説明を受けた後、下水道を分かりや
すく解説したＤＶＤを視聴。各家庭の汚れ
た水が下水管を通じて浄化センターへ運ば
れ、微生物の働き等できれいな水に処理さ
れることを学びました。
　その後、実際に同センター内の設備や汚
水の処理等を見学し、きれいになった水が
川へ流されていく様子を感心しながら眺め
ていました。　

下水道出前講座を開催

01 浄化センターを見学する児童。
02 きれいな水に処理され、川へ放流
されていく様子を眺める児童。

01 羽 石 さ ん（ 右 ）
を激励する守本市長。
02 派遣先のパラグ
アイについて市長に
説明する羽石さん。

汚れた水がきれいになるまで

01

02

01

02
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おいしいイベントやってますおいしいイベントやってますおいしいイベントやってます
　地域おこし協力隊　大田

地域おこ
し協力隊今月の

No.15

　地区ごとの伝承
されてきた料理を
学びながら、『押
し寿司』を現代風
にアレンジしたも
のを、7月下旬か
ら8月末まで、直売所美菜恋来屋で販売します。
　移住２年目。プライベートでは初めての田植えを経
験し、季節ごとに変わりゆく田んぼの景色を楽しんで
います。

　昨年度、「南あわじお母ちゃんの会」を発足し、美
菜恋来屋にて食育イベント『農家さんのアレコレ！』を
計11回開催しました。
　お母ちゃん、店舗スタッフと一緒に企画・運営し、
子育て真っ最中のママさんなど幅広い年齢の方と交流

できる場になっています。
　今年度は６次産業化に
取組むために、新たなグ
ループ「美

み
菜
な
恋
こい
グランマ」

（6月発足）の一員とな
りました。

24

問商工観光課☎43-5221

❶美菜恋グランマグループ（総勢16人）
❷現代風にアレンジされた押し寿司

南あわじ市市民まつり

福良湾海上花火大会

迫力満
点２尺玉

が２発

８月14日（月）　打ち上げ午後８時～

　福良湾を舞台に繰り広げられる花火大会。色とりどりの花火約1500
発が夏の夜空を彩るほか、２尺玉が２発打ち上げられます。この大迫力
花火をぜひお近くで体感してください。

　開催日　８月1４日（月）　※荒天時中止
　内　容　◆オープニングイベント　
　　　　　　　なないろ館前特設ステージ　午後５時～
　　　　　◆花火打ち上げ   　福良湾周辺 　午後８時～

駐車場 ： 南淡中学校、文化体育館

　※両駐車場からシャトルバス（有料）で会場にお越しください

　※道路、駐車場ではガードマンや係員の誘導に従ってください

島の夕日マルシェ in 津井

きれいな夕日を見ながらの青空市
若手農家の新鮮野菜が集まります

日時　８月２６日（土）
　　　午後３時～７時

場所　株式会社タツミ敷地内
　　　（南あわじ市津井 976）

内容　農産品・雑貨・飲食店の
　　　出店、体験イベントあり

問同実行委員会事務局（上川）

　☎ 090‐9051‐4843

 島の交流会
日時　９月２４日（日）
　午後１時３０分～３時

場所　のびのび日和
　　　（南あわじ市阿万西町230）

内容　石鹸作り交流会
対象　市内在住の人、または
　　　南あわじ市に関心のある人

参加費　１０００円
定員　１０人（先着順）
申込締切　９月１４日（木）
問ふるさと創生課（地域おこし協力隊）

　☎ 43‐5205
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